
子育て支援総合施設の愛称が決定しました
誰もが安心して生活できる地域づくりのために
元気なうちから介護予防
矢部ある記⑥ー「関西山荘巌寺」

【今月の主な内容】
2～3
4～5
6～7
10

新茶香る 八女の季節
新茶シーズンを前にした4月16日㈬、八女中央大茶園の五社神で新茶祈願祭が行われ、
新茶の生育と作業の安全を祈願しました。今年は昨年よりも茶園の状況もよく良質な茶
が期待できるそうです。式典後には、茶娘姿の八女津媛などが新茶を摘んでいました。
（関連記事14ページ）
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2　2014.5.1　広報やめ

▽
昨
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
て
い
た

「
や
め
っ
こ
未
来
館
」
が
近
く
オ
ー
プ

ン
を
迎
え
ま
す
。
今
回
の
事
業
は
、

老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
福
島
保
育
所

の
建
て
替
え
も
合
わ
せ
て
、
今
後
の

子
育
て
支
援
の
充
実
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
▽
現
在
も
、
い
ろ
い
ろ
な

子
育
て
支
援
事
業
を
展
開
し
て
い
ま

す
が
、
今
回
の
拠
点
施
設
が
整
う
こ

と
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
と
も
に

利
用
者
の
利
便
性
も
向
上
し
ま
す
。

ま
た
、
市
内
の
各
地
域
に
サ
ー
ビ
ス

を
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
▽
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

は
、
国
の
課
題
と
し
て
も
積
極
的
に

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
保
育
所
の

整
備
や
地
域
と
の
協
力
、
あ
る
い
は

会
社
で
の
働
き
方
の
見
直
し
な
ど
課

題
は
さ
ま
ざ
ま
な
よ
う
で
す
。
も
ち

ろ
ん
地
域
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
実

情
は
異
な
り
ま
す
。
▽
子
育
て
を
し

や
す
い
環
境
は
、
定
住
条
件
と
し
て

も
魅
力
的
で
す
。
人
情
に
厚
く
、
豊

か
な
自
然
が
残
る
八
女
の
大
空
間

で
、
の
び
の
び
と
し
た
八
女
ら
し
い

子
育
て
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

八女の子育て
⑧市長 コラム

mayor's column

八
女
市
子
育
て
支
援
総
合
施
設
の

愛
称
を
募
集
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
市

内
は
も
と
よ
り
、
全
国
か
ら
83
人
述

べ
１
５
１
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
市
民

の
皆
さ
ま
に
親
し
ま
れ
、
愛
さ
れ
、

八
女
の
子
ど
も
た
ち
の
未
来
へ
つ
な

が
る
よ
う
に
と「
や
め
っ
こ
未
来
館
」

に
決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
入
賞

４
点
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
す
べ
て
の

皆
さ
ま
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

八
女
市
子
育
て
支
援
総
合
施
設

「
や
め
っ
こ
未
来
館
」
が
、
八
女
市

稲
富
の
元
福
岡
県
工
業
技
術
セ
ン

タ
ー
材
料
開
発
研
究
所
跡
地
に
６

月
１
日
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。「
や
め
っ

こ
未
来
館
」
は
、
市
立
福
島
保
育

所
が
移
転
し
、
併
せ
て
新
し
く
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
た

複
合
施
設
で
す
。

こ
の
施
設
で
は
、
保
育
の
機
能
と

子
育
て
の
総
合
的
な
支
援
を
行
う

機
能
を
備
え
、そ
れ
ぞ
れ
の
機
能（
施

設
型
子
育
て
と
在
宅
型
子
育
て
）

が
連
携
し
、
八
女
市
の
未
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
育
成
を

目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
施
設
で

は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
協
働
す
る
こ

と
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
地
域
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

⃝

福
島
保
育
所

▽
開
所
日
＝
月
曜
日
か
ら
土
曜
日

※
日
曜
、
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
を

除
く
。

▽
開
所
時
間
＝
７
時
30
分
～
18
時

30
分

⃝

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▽
開
所
日
＝
火
曜
日
か
ら
日
曜
日

※
月
曜
、
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
を

除
く
。
た
だ
し
、ハ
ッ
ピ
ー
マ
ン
デ
ー

（
成
人
の
日
・
海
の
日
・
敬
老
の
日

お
よ
び
体
育
の
日
）
は
開
所
し
ま
す

が
、
そ
の
翌
日
が
閉
所
と
な
り
ま
す
。

▽
開
所
時
間
＝
９
時
～
17
時

やめっこ未来館
子育て支援総合施設

採
用
作
品
応
募
者

浜
田
博
行
さ
ん
（
市
内
在
住
）

命
名
の
理
由
・
コ
メ
ン
ト

保
育
と
支
援
の
子
育
て
施
設
が
、

八
女
の
未
来
へ
つ
な
が
る
と
思
い

ま
す
。

や
め
っ
こ
未
来
館
は
子
ど
も
の

健
や
か
な
育
成
を
目
指
し
ま
す

6月1日
オープン！

子
育
て
支
援
総
合
施
設
の

愛
称
が
決
ま
り
ま
し
た

八女市子育て支援総合施設
「やめっこ未来館」

〒834-0047
八女市稲富499番地
☎２４・８８１４
▽福島保育所

（☎２３・０９５３）
▽ファミリー・サポート・センター

（☎２３・１５４６）

愛称
決定！
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６
月
１
日
か
ら
「
つ
ど
い
の
広
場 

ち
ゃ

ち
ゃ
っ
こ
」
の
事
業
は
「
や
め
っ
こ
未
来
館
」

に
移
転
し
ま
す
。
６
月
か
ら
共
生
の
森
で
は
、

毎
週
水
曜
日
に
移
動
サ
ロ
ン
を
行
い
ま
す
。

「
つ
ど
い
の
広
場
ち
ゃ
ち
ゃ
っ
こ
」

の
事
業
が
移
転
し
ま
す
。

「
や
め
っ
こ
未
来
館
」
で
は
、
一
時
預
か
り

事
業
を
行
い
ま
す
。一
時
預
か
り
事
業
と
は
、

日
常
生
活
で
突
発
的
な
事
情
や
保
護
者
の
就

労
や
入
院
、
育
児
疲
れ
な
ど
で
、
一
時
的
に

ご
家
庭
で
の
保
育
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
な

ど
に
お
預
か
り
す
る
事
業
で
す
。

⃝

対
象
児
童
＝
６
か
月
以
上
の
未
就
学
児

⃝

預
か
り
日
＝
月
曜
～
土
曜
日

※
日
曜
、
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
を
除
く

⃝

預
か
り
時
間
＝
９
時
～
17
時

※
利
用
時
間
は
、
柔
軟
に
応
じ
ま
す
。
⃝

利
用
料
金
＝
▽
４
時
間
以
内　
８
０
０
円

▽
４
時
間
を
超
え
て
８
時
間
ま
で

　
１
６
０
０
円
（
※
給
食
実
費
１
８
０
円
）

⃝

利
用
定
員
＝
10
人

⃝

利
用
申
込
＝
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

利
用
日
の
１
か
月
前
か
ら
３
日
前
の
間
に
左

記
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

⃝

申
込
・
問
い
合
わ
せ

▽
５
月
末
ま
で

子
育
て
支
援
課
（
☎
２
３・１
３
５
１
）

▽
６
月
か
ら

や
め
っ
こ
未
来
館
（
☎
２
４・８
８
１
４
）

福
島
保
育
所
で
は
、
保
育
に
欠
け
る
子
ど

も
の
保
育
を
行
い
、
子
ど
も
の
健
全
な
心
身
の

発
達
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
と
の
緊
密
な

連
携
の
も
と
に
、
子
ど
も
の
状
況
や
発
達
過
程

を
踏
ま
え
、保
育
所
に
お
け
る
環
境
を
通
し
て
、

養
護
と
教
育
を
一
体
的
に
行
い
ま
す
。

⃝

定
員
＝
１
２
０
人
（
０
歳
児
か
ら
５
歳
児
、

６
ク
ラ
ス
）

⃝

職
員
配
置
＝
所
長
、主
任
保
育
士
、保
育
士
、

給
食
調
理
員
等
を
入
所
児
童
数
に
応
じ
て
配

置
し
ま
す
。

⃝

保
育
＝
保
育
課
程
に
も
と
づ
き
指
導
計
画

書
を
作
成
し
実
施
し
ま
す
。

⃝

給
食
＝
給
食
を
通
じ
て
子
ど
も
の
豊
か
な

人
間
性
を
培
う
こ
と
を
目
的
に
、
３
歳
未
満

は
完
全
給
食
、
３
歳
以
上
は
主
食
以
外
完
全

給
食
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
ア
レ
ル
ギ
ー

食
に
つ
い
て
対
応
を
行
い
ま
す
。

⃝

障
害
児
保
育
事
業
＝
心
身
に
し
ょ
う
が
い

を
有
す
る
児
童
の
保
育
に
必
要
な
保
育
士
を

配
置
し
、
受
け
入
れ
を
行
い
ま
す
。

⃝

園
庭
開
放
事
業
＝
毎
週
水
曜
日
に
園
庭
を

開
放
し
ま
す
。

乳
幼
児
の
子
育
て
に
対
す
る
不
安
や
悩
み
を
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。「
や
め
っ
こ
未

来
館
」
へ
の
来
館
に
よ
る
相
談
や
電
話
・
メ
ー

ル
な
ど
で
も
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

⃝

専
用
電
話
番
号

０
９
０・４
７
７
６・３
１
５
５

⃝

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kodom
om

iraiyam
e@

docom
o.ne.jp

「
や
め
っ
こ
未
来
館
」
を
含
め
た
子
育
て
支

援
拠
点
施
設
の
開
所
日
は
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま

す
。
毎
月
15
日
号
の
広
報
紙
に
子
育
ち
支
援

掲
示
板
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

⃝

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
き
ら
き
ら
」

（
立
花
町
）
☎
２
４・９
０
９
０

⃝

子
育
て
支
援
施
設
「
ト
ゥ
イ
ン
ク
ル
」

（
星
野
村
）
☎
０
９
０・３
３
２
０・２
１
９
６

⃝

子
育
て
支
援
施
設
チ
ャ
イ
ル
ド
ル
ー
ム
「
ピ

コ
ロ
」（
黒
木
町
）
☎
４
２・３
３
０
１

子
育
て
を
地
域
で
相
互
援
助
す
る
お
手
伝

い
を
し
て
い
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
事
務
局
が
、
６
月
１
日
か
ら
「
や
め
っ

こ
未
来
館
」
に
移
転
し
ま
す
。
会
員
登
録
な

ど
は
、
や
め
っ
こ
未
来
館
内
事
務
局
で
行
い

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
（
☎
２
３・１
５
４
６
）

「
や
め
っ
こ
未
来
館
」
で
は
、
子
育
て
中
の

親
子
の
皆
さ
ん
が
子
育
て
を
し
て
い
る
仲
間

同
士
、
み
ん
な
で
楽
し
み
、
考
え
、
支
え
合
っ

て
い
け
る
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
子
育
て
は

「
大
変
！
」「
困
っ
た
！
」
と
思
っ
た
り
、
落
ち

込
ん
だ
り
、
悩
む
前
に
、
い
つ
で
も
気
軽
に
遊

び
に
き
て
く
だ
さ
い
。
次
の
よ
う
な
子
育
て
に

関
す
る
相
談
や
講
座
等
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

⃝

子
育
て
親
子
の
た
め
の
交
流
の
場
の
提
供

と
交
流
の
促
進

⃝

子
育
て
に
関
す
る
相
談
、
援
助
等

⃝

子
育
て
に
関
す
る
情
報
の
収
集
お
よ
び
提
供

⃝

子
育
て
支
援
に
関
す
る
講
習
等
の
実
施

親
子
遊
び
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
職
員

に
よ
る
講
座
や
外
部
講
師
に
よ
る
子
育
て
講

演
会
等
の
開
催

⃝

地
域
支
援
活
動
の
実
施

支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
に
く
い
地
域
に
出
向

き
、
親
子
遊
び
を
通
じ
育
児
相
談
や
情
報
提
供

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
よ
り
支
援
が
必
要
な
家

庭
を
訪
問
し
、
重
点
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

⃝

子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
育
成
と
援
助

6月1日
オープン！

※
市
内
の
公
私
立
保
育
所
（
園
）
で
も
、
特

色
あ
る
子
ど
も
の
保
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

一時預かり事業

子
育
て
支
援

拠
点
事
業

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

事
務
局
が
移
転
し
ま
す
。

「
子
育
て
な
ん
で
も
相
談
」

市
内
の
子
育
て
支
援
拠
点
施
設

福
島
保
育
所
の
保
育
は
…

一時的にご家庭
での保育が困難と
なった場合などに、
お子さまをお預か
りします！

みんなで楽し
み、考え、支え
あう場を提供し
ます！



民
生
委
員
は
、
民
生
委
員
法

に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
非
常
勤
の
地
方

公
務
員
で
、
全
国
で
23
万
人
、

八
女
市
で
は
２
０
２
人
が
各
担

当
区
域
（
お
お
む
ね
行
政
区
ご

と
）で
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

民
生
委
員
は
、
児
童
福
祉
法
に

定
め
る
児
童
委
員
を
兼
ね
て
い

ま
す
。

民
生
委
員
に
は
給
与
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。
地
域
住
民
の
立

場
に
立
っ
て
、
地
域
福
祉
を
担

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動

し
て
い
る
も
の
で
、
任
期
は
３

年
（
再
任
可
）
で
す
。

人
格
識
見
高
く
、
広
く
社
会

の
実
情
に
通
じ
、
社
会
福
祉
の
増

進
に
熱
意
の
あ
る
人
な
ど
民
生

委
員
法
に
規
定
さ
れ
た
要
件
を

満
た
す
人
が
、
八
女
市
民
生
委

員
推
薦
会
委
員
長
お
よ
び
八
女

市
長
か
ら
福
岡
県
知
事
・
厚
生

労
働
大
臣
に
推
薦
さ
れ
、
厚
生

労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
す
。

自
ら
も
地
域
住
民
の
一
員
と

し
て
、
担
当
の
区
域
に
お
い
て

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
の

安
否
確
認
や
見
守
り
、
子
ど
も

た
ち
へ
の
声
か
け
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
医
療
や
介
護
の
悩

み
、
妊
娠
や
子
育
て
の
不
安
、

失
業
や
経
済
的
困
窮
に
よ
る
生

活
上
の
心
配
ご
と
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
て
、
必
要

な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

市
役
所
や
地
域
の
専
門
機
関
と

の
つ
な
ぎ
役
に
な
り
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は

法
に
基
づ
く
守
秘
義
務
が
あ
り
、

相
談
内
容
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。民

生
委
員
の
中
で
も
、
子
ど

も
や
子
育
て
に
関
す
る
支
援
を

専
門
に
担
当
す
る
の
が
主
任
児

童
委
員
で
す
。
八
女
市
で
は
、

データでみる
民生委員・児童委員活動
平成24年度「民生委員・
児童委員の1人あたりの年
間活動件数（全国平均）」

（厚生労働省）

活動の区分 民生委員児童委員全体 うち主任児童委員
①訪問・連絡活動回数（高齢者・しょうがい者・子育
て家庭への訪問・連絡など） 165.3回 30.1回

②相談・支援件数（直接相談・団体と協力しての支援） 31.2件 27.5件
③相談・支援以外の活動件数（サロン・地域活動・学
校行事等への参加、行政からの調査依頼） 115.9件 101.6件

④連絡調整回数
（委員相互・行政・社協・学校などへの連絡） 70.3回 91.1回

⑤年間の活動日数（委員が活動を行った実日数） 132.1日 114.3日

心
配
ご
と
、
悩
み
ご
と
、
ひ
と
り
で
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
の
身
近
な
相
談
相
手
、
民
生
委
員
児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
が
生
活
上

の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
て
、
関
係
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
役
に
な
り
ま
す
。
あ
な

た
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

誰
も
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る

地
域
づ
く
り
の
た
め
に
。

～ 

５
月
12
日
は
、
民
生
委
員
児
童
委
員
の
日
。
制
度
創
設
97
年 

～

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

民
生
委
員
の
仕
事
は

主
任
児
童
委
員
と
は

5/12 ～18活動強化週間

八女市民生委員児童委員連絡協議会の役員の皆さん
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広報やめ　2014.5.15

　平成13年12月１日に委嘱を受けて13年目になります。
それまで、行政区長や公民館分館長を経験していまし
たので「地域の実情を知っている」と地元から推薦をい
ただき、「地域のお役に立てれば」との思いでお引き受
けしました。

　民生委員活動は、一人でできるものではありません。
普段から区長会、地域の団体や人々、学校等との良好
な関係をつくっておく必要があります。例えば、黒木で
は民生委員の補佐的な役割を担う福祉委員制度があり
ます。九州北部豪雨災害時には、自ら被災した民生委員
もいたため、福祉委員がきめ細やかに被災者宅をまわっ
て、避難所に誘導してもらい大変助かりました。災害で
は地域の絆を再確認することができました。
　さまざまな人々に支えられて民生委員活動ができてい
ます。そういう意味で、民生委員活動では人間関係をつ
くることが非常に大切です。
　また、相談者が自分をさらけ出して悩みを打ち明けて
くれたときは、信頼していただいたという喜びと感激で
胸がいっぱいになります。そんなやりがいを感じるため
にも、普段から誠心誠意、責任を持って対応しています。
うわべだけの信頼関係ではなく、誰にも話せないような
ことを話してもらう人間関係づくり。その難しさと重要
性をいつも感じています。

　少子高齢化が進み、福祉に係る問題は複雑多様化し、
民生委員だけではとても対応しきれない問題もたくさん
あります。例えば福祉委員制度の拡充等、複数で問題
にあたる民生委員のサポート体制、システムをつくって
いきたいと考えています。また、民生委員は認知度がま
だ低く、しかし責任のある仕事のため、なり手がなかな
か見つからないという現状もあります。202人の民生委
員児童委員が少しでも活動しやすく、やりがいを感じら
れるような支援やご協力、場づくりを行政や市内の各地
域の皆さまにぜひお願いしたいです。

　社会福祉協議会では、本所と支所の6か所に高齢者相
談センターを設置しています。年間約3千件の相談が寄せ
られますが、この事業は民生委員さんのご協力のおかげ
で成り立っていると言っても過言ではありません。
　ご家庭での悩みやお困りごと、心配ごと等の相談があ
ると、私ども社協の職員は地域担当の民生委員さんと一
緒に訪問します。問題解決のために、親身になって何度
も一緒に足を運んでご助言いただき、例えば相談者のオ
ムツ券や緊急通報サービス、配食サービスの申請につい
ても、民生委員さんに意見書を作成していただいていま
す。地域住民のために、ボランティアで本当に一生懸命
仕事をしていただく姿に、私たち職員もパワーをいただい
ています。民生委員の皆さん、いつも本当にありがとうご
ざいます。

八女市民生委員児童委員連絡協議会
［事務局］福祉課（☎２４・８０３０）

市
内
13
校
区
に
、
各
２
人
の
計

26
人
が
任
命
さ
れ
、
区
域
担
当

の
民
生
委
員
と
連
携
し
な
が
ら

「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
（
全
戸

訪
問
）
事
業
」
や
学
校
訪
問
等

を
行
い
、
子
育
て
支
援
や
児
童

の
健
全
育
成
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

民
生
委
員
制
度
は
、
大
正
６

年
に
岡
山
県
で
発
足
し
た
「
済

世
顧
問
制
度
」、
そ
の
翌
年
に
大

阪
府
で
始
ま
っ
た
「
方
面
委
員

制
度
」
に
始
ま
り
ま
す
。
発
足

当
時
は
、
生
活
困
窮
者
に
対
す

る
援
護
活
動
が
中
心
で
し
た
が
、

昭
和
21
年
の
民
生
委
員
令
公
布

に
よ
り
、
地
域
の
福
祉
増
進
の

た
め
に
幅
広
い
活
動
を
行
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

歴
史
と
実
績
を
有
す
る
民
生

委
員
制
度
。
こ
れ
か
ら
も
地
域

住
民
の
立
場
に
立
っ
て
、
地
域

住
民
や
関
係
機
関
・
団
体
と
連

携
・
協
力
し
な
が
ら
、
安
心
し

て
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。

八
女
市
で
は
、
福
島
・
長
峰
・

上
妻・三
河・八
幡
・川
崎・忠
見
・

岡
山・上
陽・黒
木・立
花・矢
部・

星
野
の
13
校
区
そ
れ
ぞ
れ
に
協

議
会
、
ま
た
市
全
体
で
主
任
児

童
委
員
部
が
置
か
れ
、
さ
ら
に

13
校
区
・
１
部
の
横
断
的
組
織

と
し
て
、
八
女
市
民
生
委
員
児

童
委
員
連
絡
協
議
会
（
伊
藤
正

雄
会
長
）が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

校
区
協
議
会
や
主
任
児
童
委

員
部
、
連
絡
協
議
会
で
は
地
域

の
課
題
を
共
有
し
、
対
応
方
法

に
つ
い
て
検
討
し
た
り
、
資
質

向
上
の
た
め
の
研
修
を
行
っ
た

り
し
な
が
ら
、
地
域
福
祉
の
向

上
に
努
め
て
い
ま
す
。

八
女
市
民
生
委
員
児
童
委
員

連
絡
協
議
会

平
成
29
年
に
創
設
１
０
０
周
年

八女市民生委員児童委員連絡協議会

八女市社会福祉協議会

会長　伊藤正雄さん

地域福祉係長　中村五月さん

人間関係づくりの難しさと
重要性をいつも感じています

民生委員さん、
いつもありがとうございます！

⃝民生委員にはいつ、どのようなきっかけで？

⃝民生委員活動や、やりがいについてお聞かせください

⃝八女市民児協会長としての抱負をお聞かせください
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介
護
予
防
と
は
元
気
な
人
が
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な

ら
な
い
よ
う
に
、
ま
た
、
介
護
が
必
要
な
人
も
、
で
き

る
だ
け
機
能
を
維
持
・
改
善
で
き
る
よ
う
に
す
る
取
り

組
み
で
す
。
地
域
社
会
に
参
加
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

い
つ
ま
で
も
元
気
で
！

元
気
な
う
ち
か
ら
介
護
予
防

　
げ
ん
き
脳
講
座
で
脳
ト
レ
し
ま
せ

ん
か
。
体
操
や
音
楽
療
法
な
ど
も
取

り
入
れ
た
介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。
継
続
し
て
参
加
さ
れ
る
こ
と
で
、

仲
間
も
で
き
楽
し
い
講
座
で
す
。
１

回
だ
け
の
受
講
も
で
き
ま
す
。
お
友

達
を
お
誘
い
の
う
え
多
く
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦
対
象
＝
認
知
症
予
防
に
関
心
の
あ

る
人
。事
前
申
し
込
み
は
必
要
な
く
、

自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。
当
日
は
、

動
き
や
す
い
服
装
、
飲
み
物
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
５
月
23
日
㈮
13
時
30
分
～

15
時

◦
会
場
＝
社
会
福
祉
会
館
３
階
大
会

議
室

◦
内
容
＝
「
認
知
症
に
な
っ
て
も
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
」

◦
講
師
＝
八
女
市
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
管
理
者
　
檜
室
美
恵
子
さ
ん

◦
参
加
費
＝
無
料

※
保
健
師
が
「
物
忘
れ
」
等
に
関
す

る
相
談
に
も
応
じ
ま
す
の
で
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
介
護
長
寿
課
高
齢

者
支
援
係
（
☎
２
３
・
１
３
０
８
）

　
め
な
い
・
飲
み
込
み
に
く
い
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
　

口
の
健
康
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
お
い
し

く
食
事
が
で
き
る
、　

飲
み
物
で
む
せ
な
く
な

る
、
発
音
が
聞
き
取
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
口

の
健
康
に
も
取
り
組
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

【口腔機能向上とは】

噛　
ん
の
ち
ょ
っ
と
の
段
差
で
つ
ま
ず
い

た
り
、
階
段
や
坂
道
で
転
ん
だ
り

し
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
骨
折
や
け

が
を
す
る
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
も
と

も
と
の
持
病
で
あ
っ
た
高
血
圧
、
糖
尿
病
、

心
臓
病
な
ど
の
病
気
が
悪
化
し
、
認
知
症

や
寝
た
き
り
に
な
る
こ
と

さ
え
あ
り
ま
す
。
転
び
に

く
い
体
づ
く
り
の
コ
ツ
を

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

【運動機能向上とは】

ほ

　
が
す
す
ま
な
い
、
好
き
な
も
の
だ
け
を

食
べ
る
な
ど
、
食
事
の
量
が
少
な
か
っ

た
り
、
偏
っ
た
食
生
活
を
し
た
り
し
て
い
る
人

は
い
ま
せ
ん
か
。
健
や
か
に
過
ご
す
た
め
に
、

「
気
が
つ
い
た
ら
低
栄
養
」

に
な
ら
な
い
た
め
に
、
１
日

の
食
べ
物
の
目
安
や
脱
水
の

予
防
な
ど
に
努
め
、
お
い
し

く
食
べ
る
こ
と
を
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

【栄養改善とは】

食
　

も
体
の
一
部
な

の
で
、
同
じ
よ

う
に
加
齢
に
よ
る
変

化
が
起
こ
り
ま
す
。

新
し
い
こ
と
を
覚
え

に
く
く
な
っ
た
り
、

物
を
ど
こ
に
置
い
た
か
探
し
た
り
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
老
化
と
認
知
症
の
ち
が

い
に
つ
い
て
な
ど
、
認
知
症
予
防
に
役
立
つ

こ
と
は
何
か
？
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

【認知症予防とは】

脳

　
つ
ま
で
も
、
元

気
で
過
ご
す

た
め
に
は
、
か
ら
だ

の
健
康
だ
け
で
は
な

く
、
人
と
つ
な
が
る

こ
と
、
地
域
社
会
に

参
加
す
る
こ
と
も
大

切
で
す
。

【閉じこもり予防とは】

い

保健師等による「介護予防」に関する講話を行います。ご希望の際は、
『八女市生涯学習まちづくり出前講座』としてお申し込みください。
◦問い合わせ＝介護長寿課高齢者支援係（☎２３・１３０８）

げんき脳講座
（八女会場・
前期１回目）

お気軽に
参加ください
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守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
は
、
高
齢

者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
で

見
守
り
支
え
て
い
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
こ
と

で
す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
言
っ
て
も
、
皆
さ

ん
に
特
別
な
こ
と
を
し
て
も
ら
う
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
普
段
の
生
活
の
中
で
、
無
理

な
く
で
き
る
範
囲
で
の
気
軽
な
声
か
け
な
ど

で
よ
い
の
で
す
。
ま
ず
は
、
あ
い
さ
つ
か
ら

始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
近
所
に
住
ん
で
い
る
高
齢
者
に
つ
い
て
、

気
が
か
り
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
「
あ

れ
っ
？
」「
お
か
し
い
な
？
」
と
い
う
小
さ
な

気
づ
き
が
、
と
て
も
大
切
で
す
。「
何
か
お

か
し
い
な
？
」
と
思
っ
た
ら
迷
わ
ず
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
連
絡
を
受
け
た
相
談
機
関
は
、

高
齢
者
の
様
子
を
確
認
し
、
必
要
な
支
援
や

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
高
齢
者
を
支
え
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
八
女
市
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
☎
２
３
・
１
２
０
３
）

▽
八
女
市
東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
４
２
・
１
１
１
９
）

▽
介
護
長
寿
課
高
齢
者
支
援
係
（
☎
２
３
・

１
３
０
８
）
お
よ
び
総
合
支
所
・
各
支
所
の

市
民
生
活
福
祉
課

　
女
市
で
は
、
地
域
の

見
守
り
活
動
に
よ
り

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
の
で
き
る
地
域
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
民
生
委

員
児
童
委
員
を
通
じ
て
、「
ひ

と
り
暮
ら
し
高
齢
者
」や「
高

齢
者
の
み
世
帯
」
を
対
象
に
、

世
帯
状
況
等
の
実
態
把
握
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
調
査

し
た
内
容
は
市
と
民
生
委
員

児
童
委
員
が
そ
の
情
報
を
共

有
し
、
常
日
頃
の
見
守
り
活

動
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◦
対
象
＝
65
歳
以
上
の
ひ
と

り
暮
ら
し
高
齢
者
、
65
歳
以

上
の
高
齢
者
の
み
世
帯

◦
問
い
合
わ
せ
＝
介
護
長
寿

課
高
齢
者
支
援
係
（
☎
２
３・

１
３
０
８
）
お
よ
び
総
合
支

所
・
各
支
所
の
市
民
生
活
福

祉
課

　後期高齢者医療広域連合では、生活習慣病の予防および
早期発見・早期治療を目的として健康診査を実施します。被
保険者全員に、４月下旬に受診票とお知らせを送付します。
◦受診対象者＝被保険者。ただし、健康診査の目的から生
活習慣病（※）の治療を受けている人などは対象者となりま
せん。※生活習慣病とは、糖尿病、高血圧症、脂質異常症
その他の疾病で、内臓脂肪の蓄積に起因するもの。
◦受診期間＝４月下旬～ 3 月31日（年１回）
◦受診票の送付時期＝
ア平成 26 年４月末現在で被保険者の人…４月下旬
イ平成 26 年５月以後に被保険者となる人…被保険者となる
月（75 歳の誕生月など）の上旬
◦受診時の自己負担金＝１人５００円
◦受診の方法＝健康診査の実施医療機関で個別に予約のう
え受診してください。

八

「
見

あ
な
た
の
周
り
に

気
が
か
り
な
高
齢
者
は

い
ま
せ
ん
か
？

【後期高齢者医療】　　健康診査のお知らせ

　守りネット
ワークで

早く気づき
ましょう！

ひとり暮らし高齢者・高齢者の
み世帯調査を実施しています

◦問い合わせ＝福岡県後期高齢者医療広域連合お
問い合わせセンター（☎０９２６５１・３１１１）

みまもり
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私
た
ち
の
活
動
は
平
成
13
年
度
に
始
ま

り
今
年
で
14
年
目
を
迎
え
ま
す
。
学
校
か

ら
子
ど
も
た
ち
に
読
み
聞
か
せ
を
し
て
ほ
し

い
と
い
う
呼
び
か
け
が
き
っ
か
け
で
、
お
昼

休
み
に
実
施
し
た
第
２
図
書
館
で
の
読
み

聞
か
せ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
お
昼
休
み

の
時
間
で
す
か
ら
当
然
外
で
遊
び
た
い
子

ど
も
も
い
る
の
で
、
本
当
に
本
が
好
き
な
子

た
ち
だ
け
が
集
ま
っ
て
の
読
み
聞
か
せ
会
で

し
た
。
ま
た
年
に
数
回
、
校
庭
に
天
体
望

遠
鏡
を
持
ち

こ
ん
で
星
空

を
眺
め
な
が

ら
夜
の
読
書

会
も
行
い
ま

し
た
。
会
の

名
前
も
冬
の

夜
空
に
輝
く

オ
リ
オ
ン
座
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
朝
の
10
分
読
書
の
時
間
に
入

ら
せ
て
も
ら
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
本

が
好
き
な
子
嫌
い
な
子
関
係
な
く
ク
ラ
ス

全
員
の
前
で
読
み
聞
か
せ
を
行
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
初
め
の
頃
は
聞
か
せ
る
と
い

う
感
じ
だ
っ
た
の
が
、
だ
ん
だ
ん
定
着
し
て

く
る
と
お
話
が
楽
し
み
に
な
っ
て
、「
今
度

は
何
読
ん
で
く
れ
る
の
？
」
と
か
「
今
日
の

お
話
は
面
白
か
っ
た
よ
」
と
、
う
れ
し
い
反

応
が
返
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
活
動
の
中
で
最
も
苦
労
し
て
い
る
の
が

選
書
で
す
。
朝
の
時
間
帯
に
読
む
本
な
の

で
、
あ
ま
り
刺
激
的
な
も
の
は
避
け
、
な

る
べ
く
心
が
穏
や
か
に
な
る
本
を
選
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
１
年
生
に
は
話
を
聞
く
体
制

に
慣
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
、
興
味

を
引
く
本
や
面
白
い
本
、
動
物
が
出
て
く

る
よ
う
な
ほ
っ
こ
り
す
る
お
話
の
本
を
選
ん

で
い
ま
す
。
図
書
館
に
置
い
て
あ
る
本
で
あ

れ
ば
、
読
み
終
え
た
後
に
そ
の
こ
と
を
お

知
ら
せ
し
た
り
、
子
ど
も
た
ち
に
好
評
だ
っ

た
本
を
図
書
館
に
置
い
て
も
ら
う
よ
う
お

願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
例
え

ば
生
き
物
が
亡
く
な
る
話
や
、
食
育
関
係

で
動
物
を
殺
さ
な
い
と
人
は
生
き
て
い
け
な

い
と
い
う
よ
う
な
話
の
時
は
、後
の
フ
ォ
ロ
ー

を
学
校
に
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

少
し
で
も
子
ど
も
た
ち
の
心
に
残
っ
て
く
れ

る
よ
う
、
読
ん
で
も
ら
っ
て
う
れ
し
か
っ
た

と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
学
校
と
も
連

携
を
図
り
な
が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　
読
み
聞
か
せ
の
良
い
所
は
、
人
に
読
ん

で
も
ら
う
事
で
言
葉
や
声
色
の
心
地
よ
さ

を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
所
で
す
。
自

分
が
何
気
な
く
発
し
た
人
を
傷
つ
け
る
暴

言
や
中
傷
は
、
最
初
に
自
分
自
身
の
耳
に

聞
こ
え
て
き
ま
す
。
自
分
の
耳
で
聞
い
て
、

ど
ん
な
言
葉
が
一
番
心
地
良
い
の
か
を
、
読

み
聞
か
せ
を
通
し
て
感
じ
取
っ
て
く
れ
た
ら

…
と
願
い
な
が
ら
、
選
書
し
、
読
み
手
自

身
も
穏
や
か
な
気
持
ち
で
読
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
ひ
と
り
で
本
が
読
め
る
よ
う
に
な
っ
て
も

な
お
、
保
護
者
に
子
ど
も
が
本
を
読
ん
で

ほ
し
い
の
に
は
理
由
が
あ
り
ま
す
。
本
を
読

ん
で
く
れ
て
い
る
そ
の
声
は
、
お
だ
や
か
で

心
地
良
い
か
ら
な
の
で
す
。
忙
し
い
毎
日
で

す
が
、
ぜ
ひ
自
分
の
子
ど
も
に
も
読
み
聞

か
せ
を
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

なぜ なぜ 人権 － かけがえのない命が輝くまちをめざして －■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

５
月
５
日
は
こ
ど
も
の
日
。
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
青
空
の
下
に
は
こ
い

の
ぼ
り
が
へ
ん
ぽ
ん
と
ひ
る
が
え
り
ま
す
。
平
成
22
年
度
に
実
施
し
た
人
権
問
題
に
関
す

る
市
民
意
識
調
査
で
は
、
子
ど
も
の
人
権
を
守
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
と
し
て
、「
家
庭
、

地
域
、
学
校
の
連
携
の
も
と
、
地
域
で
子
ど
も
を
育
み
、
子
ど
も
の
環
境
や
活
動
を
考
え

て
い
こ
う
と
い
う
機
運
を
高
め
る
」
が
最
も
高
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
学
校
・
保
護
者
・
地
域
が
連
携
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
活
動

が
行
わ
れ
て
い
る
長
峰
小
学
校
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

感
性
を
磨
き
、
心
を
育
む

　
本
校
で
は
15
あ
る
ク
ラ
ブ
活
動

す
べ
て
に
地
域
か
ら
講
師
を
招
き
、

子
ど
も
た
ち
に
地
域
の
中
に
あ
る

「
本
物
」
と
の
出
会
い
や
経
験
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。
特
に
読
み
聞
か

せ
に
つ
い
て
は
、
本
を
通
し
て
感
じ

と
る
心
、
人
を
大
事
に
す
る
と
か
、

思
い
や
り
、
感
動
、
優
し
さ
。
そ
う

い
っ
た
人
権
感
覚
を
育
成
す
る
観
点

か
ら
も
非
常
に
大
切
な
取
り
組
み
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
自
分

で
本
を
読
む
こ
と
も
大
切
で
す
が
、

高
学
年
に
な
っ
て
も
、
聞
い
て
、
感

じ
る
。
そ
う
い
っ
た
事
を
子
ど
も
た

ち
に
味
あ
わ
せ
た
い
と
い
う
の
が
大

き
な
目
標
で
す
。

読
み
聞
か
せ
の
取
り
組
み

本
物
と
の
出
会
い
を

大
切
に

長
峰
小
学
校
長
　

　
　
　
谷た

に
川が

わ 

雅ま
さ
啓ひ

ろ
先
生

心
を
耕
す
よ
う
な
本
と
の

出
会
い
を

読
み
聞
か
せ
の
ス
ス
メ

読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
オ
リ
オ
ン
」
代
表

　
　
　
倉く

ら
か
ず員 

美み

紀き

さ
ん



現
在
、
久
留
米
市
山
川
沓
形
町
に
筑
後
地
域
の
８
消
防
本

部
共
同
で
「
筑
後
地
域
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
」
の
建
設
に
着
工

し
、平
成
28
年
度
の
運
行
開
始
に
向
け
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

完
成
す
る
と
、
筑
後
地
域
全
域
の
１
１
９
番
通
報
は
こ
こ
で
一

挙
に
受
信
さ
れ
、
消
防
車
や
救
急
車
の
出
動
指
令
な
ど
を
８

消
防
本
部
の
通
信
員
が
共
同
で
行
い
ま
す
。

【
指
令
セ
ン
タ
ー
構
成
消
防
本
部
】

▽
八
女
消
防
本
部 

▽
久
留
米
広
域
消
防
本
部 

▽
大
牟
田
市
消

防
本
部 

▽
柳
川
市
消
防
本
部 

▽
筑
後
市
消
防
本
部 

▽
大
川
市

消
防
本
部 

▽
甘
木
・
朝
倉
消
防
本
部 

▽
み
や
ま
市
消
防
本
部

【
通
報
を
受
信
す
る
地
域
】

▽
八
女
市
▽
久
留
米
市
▽
小
郡
市
▽
筑
後
市
▽
朝
倉
市
▽
う

き
は
市
▽
大
川
市
▽
大
牟
田
市
▽
柳
川
市
▽
み
や
ま
市
▽
広

川
町
▽
大
刀
洗
町
▽
大
木
町
▽
筑
前
町
▽
東
峰
村

【
指
令
業
務
共
同
運
用
の
効
果
】

①
高
機
能
指
令
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、
消
防
車
や
救
急
車

の
位
置
、
状
況
を
常
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
迅
速

な
出
動
体
制
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
８
消
防
本
部
の
指
令
管
制
員
が
従
事
す
る
た
め
、
１
１
９

番
通
報
が
一
時
的
に
集
中
し
た
場
合
で
も
受
信
、
対
応
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

③
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
各
消
防
本
部
の
管
轄

を
越
え
て
、
複
数
の
消
防
本
部
で
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

④
８
消
防
本
部
共
同
で
整
備
・
運
営
す
る
た
め
、
単
独
で
行

う
よ
り
も
経
費
を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
八
女
消
防
本
部
（
☎
２
４
・
０
１
１
９
）

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
住
宅
に
お

け
る
火
災
を
早
期
に
発
見
し
住
宅

内
に
い
る
人
に
知
ら
せ
る
信
頼
性
の
高
い
防

災
機
器
で
す
。
八
女
地
区
で
は
平
成
21
年

６
月
に
設
置
が
義
務
化
さ
れ
、
管
内
に
お

け
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
率
は
上

昇
し
て
き
ま
し
た
が
、
未
設
置
住
宅
が
存

在
し
て
い
る
の
も
現
状
で
す
。

ま
た
、
せ
っ
か
く
設
置
し
て
も
、
適
正
に

維
持
管
理
が
さ
れ
て
な
け
れ
ば
、
い
ざ
と
い

う
時
に
そ
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
今
年
で
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
義
務
化
か
ら
５
年
が
経
過

し
、
バ
ッ
テ
リ
ー
切
れ
の
住
宅
用
火
災
警
報

器
も
出
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
定
期
的
に

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
動
作
チ
ェ
ッ
ク
を

し
ま
し
ょ
う
。

火
災
は
、
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
が
一
番

大
切
で
す
。
し
か
し
、
万
が
一
火
災
が
発
生

し
た
場
合
に
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
で

の
早
期
発
見
、
そ
の
後
の
初
期
消
火
で
住

宅
火
災
の
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
お
願

い
し
ま
す
。

住宅用火災警報器
の維持管理

八女消防本部（☎24・0119）

【建物の概要】
⃝施設の延床面積
▷庁舎棟　2721.02㎡　▷訓練塔　238.39㎡
⃝主要構造　
▷鉄筋コンクリート造
⃝建物構成（庁舎棟）
▷久留米広域消防本部東出張所（1～ 2階）
▷共同指令センター（3 ～ 5階）

筑後地域一円の119番を
一挙に受け付けます

「
筑
後
地
域
消
防
指
令

セ
ン
タ
ー
」を
建
設

◉

筑後地域消防指令センター

指令管制室のイメージ図

筑後地域消防指令センター完成予想図

広報やめ　2014.5.19
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日
向
神
ダ
ム
の
湖
水
が
切
れ
る
村
体
育
館

の
東
向
か
い
、
山
の
ふ
も
と
所と

こ
ん
の野

と
い
う
地
に

関
西
山
荘し

ょ
う
ご
ん
じ

厳
寺
と
い
う
寺
が
あ
り
ま
す
。
建

武
の
新
政
を
成
さ
れ
た
後
醍
醐
天
皇
の
第
15

皇
子
、
懐か

ね
な
が良

親
王
ゆ
か
り
の
寺
で
す
。
懐
良

親
王
は
、
南
北
朝
時
代
と
な
っ
た
１
３
３
６

年
吉
野
の
父
君
の
命
を
受
け
、
わ
ず
か
８
歳

の
征
西
将
軍
と
し
て
、
五
條
頼
元
た
ち
と
下

向
さ
れ
ま
し
た
。
京
都
の
北
朝
・
足
利
幕
府

と
戦
い
な
が
ら
、
25
年
か
か
っ
て
九
州
を
制
覇

し
、
太
宰
府
に
南
朝
の
征
西
府
を
開
か
れ
ま

し
た
。
京
都
を
と
り
も
ど
そ
う
と
東
上
を
計

画
、
こ
の
時
留
守
居
役
と
し
て
6
歳
の
良
成

親
王
が
西
下
さ
れ
、
矢
部
村
に
大
き
な
歴
史

を
刻
ま
れ
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
す
。

　
無
念
に
も
東
上
は
失
敗
し
、
懐
良
親
王
は

幕
府
が
派
遣
し
た
智
将
今
川
了
俊
に
敗
れ
、

太
宰
府
か
ら
高
良
山
を
越
え
て
八
女
へ
退
か

れ
ま
し
た
。
荘
厳
寺
縁
起
（
現
代
文
に
訳
）

に
よ
る
と
、

「
傷
を
負
わ
れ
、
本
国
上
妻
郡
矢
部
庄
高
屋

城
に
入
ら
れ
た
。
そ
こ
へ
敵
軍
が
襲
っ
て
来

た
の
で
侍
臣
に
親
王
の
衣
冠
を
授
け
、
肥
後

国
や
豊
後
国
へ
逃
れ
ら
れ
、
侍
臣
は
身
代
わ

り
と
な
っ
た
。
親
王
は
城
の
西
北
の
山
か
げ

に
隠
れ
、
の
ち
大
淵
村
月
足
御
基
山
佛
の
本

に
御
所
を
移
さ
れ
た
。

　
荘
厳
寺
の
開
基
は
、
親
王
の
御
子
乾か

ん
じ
ゅ寿

丸

が
月
足
の
佛
ノ
本
と
い
う
地
に
庵
室
を
建
て

た
こ
と
か
ら
始
ま
る
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
荘
厳
寺
14
代
宗
圓
氏
よ
り
「
戦

い
に
敗
れ
さ
せ
給
え
る
親
王
は
大
渕
の
豪
族

月
足
氏
の
家
に
入
ら
せ
ら
れ
た
。
そ
の
家
に

滞
在
中
月
足
氏
の
女む

す
めを

入
れ
て
妃
と
為
し
給

い
、
勘
（
乾
）
寿
丸
を
挙
げ
さ
せ
ら
れ
た
。

後
勘
寿
丸
は
、
月
足
氏
の
長
男
某
と
共
に
出

家
さ
れ
、
聖
巖
寺
に
入
ら
せ
ら
れ
た
」
と
の

伝
え
が
あ
り
、
荘
厳
寺
は
黒
木
町
大
渕
の
月

足
に
あ
っ
た
こ
と
や
、
懐
良
親
王
の
御
子
と

の
深
い
関
わ
り
が
分
か
り
ま
す
。

　
懐
良
親
王
は
、
都
の
西
方
九
州
へ
下
ら
れ

た
の
で
関
西
の
宮
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
寺
名

「
関
西
山
荘
厳
寺
」
は
、こ
れ
に
由
来
し
ま
す
。

　
大
渕
村
月
足
佛
の
本
に
あ
っ
た
荘
厳
寺

は
、
も
と
も
と
最
澄
が
広
め
た
法
華
経
を
根

本
と
す
る
天
台
宗
で
し
た
。
乾
寿
丸
の
庵
室

よ
り
90
年
後
、
第
三
代
正
圓
の
時
、
阿
弥
陀

仏
に
よ
り
成
仏
で
き
る
と
す
る
浄
土
真
宗
に

改
宗
し
ま
し
た
。
浄
土
真
宗
の
開
祖
親
鸞
か

ら
八
代
目
で
本
願
寺
を
設
立
し
た
蓮
如
が
、

九
州
で
人
々
を
教
え
導
い
た
と
き
、
大
変
感

銘
を
受
け
た
か
ら
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の

時
蓮
如
上
人
は
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
六
字

名
号
と
「
正
圓
坊
宗
林
」
の
坊
号
を
授
け
ま

し
た
。
当
時
の
寺
名
は
聖
厳
寺
で
し
た
。

　
正
圓
よ
り
六
代
目
の
智
圓
の
時
代
、
薩
摩

の
島
津
義
久
が
豊
後
の
大
友
宗
麟
を
耳
川
の

戦
い
で
破
り
、
九
州
の
優
位
に
立
っ
て
い
ま

し
た
。
全
国
統
一
を
目
ざ
す
豊
臣
秀
吉
は
宗

麟
の
求
め
に
応
じ
、
１
５
８
７
年
九
州
に
乗

り
込
ん
で
島
津
義
久
を
打
ち
破
り
ま
し
た
。

こ
の
時
、
敗
北
し
た
島
津
と
秀
吉
と
の
仲
を

取
り
持
っ
た
の
が
智
圓
で
、
そ
の
功
に
よ
り

１
５
９
２
年
秀
吉
か
ら
「
正
圓
房
の
境
内
南

北
三
間
余
東
西
十
五
間
は
永
代
に
わ
た
っ
て

寺
領
と
し
、租
税
を
免
じ
る
」
と
い
う
一
札
と
、

朝
鮮
出
兵
の
折
肥
前
名
護
屋
城
で
使
っ
た
器

具
を
授
か
り
ま
し
た
。
そ
の
後
京
都
の
興
正

寺
派
の
支
配
下
に
入
り
、次
の
代
圓
宗
に
な
っ

た
慶
長
時
代
、
本
願
寺
派
の
末
寺
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
先
の
秀
吉
の
一
札
に
て

保
証
さ
れ
て
い
る
地
な
が
ら
、
興
正
寺
か
ら

の
交
渉
が
厳
し
く
、
つ
い
に
月
足
を
出
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
当
時
、
筑
後
柳
川
を
治
め
て
い
た
の
は
道

雪
よ
り
三
代
目
の
立
花
忠
茂
で
、
領
内
の
南

矢
部
村
に
御
堂
を
建
て
て
寄
進
を
し
ま
し

た
。
こ
う
し
て
所
野
へ
と
移
っ
た
の
で
す
。
１

６
３
５
年
（
寛
永
12
）
の
こ
と
で
、
同
時
に

寺
名
聖
厳
寺
は
荘
厳
寺
と
改
め
ら
れ
ま
し

た
。
現
在
の
本
堂
は
１
８
３
４
年
に
再
建
、

１
８
０
年
を
経
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

　
矢
部
村
に
移
る
ま
で
に
、
寺
宝
の
刀
剣
・

玉
・
古
文
書
・
秀
吉
よ
り
拝
領
の
器
具
な
ど

が
、
様
々
な
事
情
で
消
失
し
て
お
り
大
変
残

念
で
す
。
所
野
に
は
、
荘
厳
寺
は
じ
め
立
花

家
の
お
茶
室
、
付
近
に
は
庄
屋
の
屋
敷
も
あ

り
、
柳
川
藩
南
矢
部
の
宗
教
的
・
文
化
的
な

中
心
で
し
た
。
地
元
古
老
は
「
所
野
の
人
た

ち
は
、
こ
と
あ
る
と
き
上
座
に
着
く
習
わ
し

が
あ
っ
た
」
と
伝
え
て
い
ま
す
。

　
数
々
の
激
動
歴
史
を
越
え
、
立
花
町
辺
春

の
正
光
寺
や
黒
木
町
覚
法
寺
預
け
・
久
留
米

市
高
良
山
の
神
官
船
曳
鉄
門
の
研
究
な
ど
を

経
て
、以
下
の
貴
重
な
寺
宝
が
残
っ
て
い
ま
す
。

一
、
聖
徳
太
子
自
作
と
伝
わ
る
阿
弥
陀
如
来

像一
、
太
子
所
持
の
念
珠
と
独
鈷
、
着
衣
の
一
部

一
、
釈
迦
の
遺
骨
と
寂
如
上
人
の
添
え
書

一
、
源
信
僧
が
描
い
た
三
尊
の
絵
図

一
、
天
台
宗
期
の
御
本
尊
で
あ
る
座
像
木
仏

一
、
法
然
上
人
作
の
名
号
石
二
個

一
、
明
治
天
皇
ご
誕
生
の
餅

　
前
の
道
路
は
旧
柳
川
街
道
で
、
山
門
の
右

下
に
は
矢
部
村
教
育
委
員
会
の
説
明
と
「
柳

川
よ
り
十
二
里
」
と
い
う
標
石
が
立
っ
て
い

ま
す
。
四
月
中
旬
か
ら
五
月
に
か
け
裏
山
の

美
し
い
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
に
彩
ら
れ
る
荘
厳
寺
、

華
や
か
な
往
時
が
偲
ば
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
矢
部
村
　
山
口
久
幸

　［参
考
］
関
西
山
荘
厳
寺
縁
起
（
Ｈ
10
）、
荘
厳
寺

現
住
職
第
16
代
尚
之
氏
談
、
矢
部
村
誌
（
Ｈ
４
）

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ ⑥

関
西
山
荘
厳
寺

懐
良
親
王
と
荘
厳
寺

荘
厳
寺
と
十
二
里
石
（
写
真
右
下
）

荘
厳
寺
と
矢
部
村

荘
厳
寺
の
寺
宝
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あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女郵便局

【
新
茶
試
飲
即
売
会
】
５
月
３

日
㈷
～
６
日
㉁
、
各
日
10
時

～【
美
味
し
い
お
茶
の
淹
れ
方
教

室
】
５
月
５
日
㈷
13
時
～
／

参
加
費
５
０
０
円
※
要
予
約

【
茶
摘
み
体
験
】
５
月
３
日
㈷
10
時
～
／
大

人
２
５
０
０
円
、
子
ど
も
１
５
０
０
円
（
昼

食
付
、大
人
は
後
日
茶
１
０
０
グ
ラ
ム
送
付
、

子
ど
も
は
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
）
※
要
予
約

【
新
茶
ま
つ
り
（
新
茶
の
試
飲
と
販
売
）】　

５
月
３
日
㈷
～
６
日
㉁

【
新
茶
の
対
面
販
売
】　

５
月
３
日
㈷
～
６
日
㉁

【
新
茶
試
飲
対
面
販
売
】
５
月
１
日
㈭
～
６

日
㉁
※
期
間
終
了
後
も
土
日
は
行
い
ま
す
。

【
タ
ケ
ノ
コ
バ
ー
ガ
ー
限
定
販
売
】
５
月
３

日
㈷
～
５
日
㈷
※
大
人
気
！
タ
ケ
ノ
コ
バ
ー

ガ
ー

【
ウ
メ
山
ウ
メ
子
限
定
販
売
】
５
月
３
日
㈷

～
６
日
㉁
　
※
話
題
の
梅
ス
イ
ー
ツ

※
入
館
料
５
０
０
円
（
し
ず
く

茶
か
抹
茶
と
和
菓
子
付
※
小

学
生
３
０
０
円
）
必
要
で
す
。

【
Ｇ
Ｗ
新
茶
フ
ェ
ア
】
５
月
３

日
㈷
～
６
日
㉁

▽
闘
茶
会
＝
５
種
類
の
お
茶

を
飲
み
当
て
る
利
き
茶
体
験

（
参
加
料
５
０
０
円
）。

▽
釜
炒
り
茶
＝
で
き
上
が
っ
た
お
茶
は
持
ち

帰
れ
ま
す
（
体
験
料
５
０
０
円
）

▽
新
緑
の
茶
席
＝
本
格
的
な
茶
室
空
間
で
気

軽
に
お
茶
の
世
界
を
体
験
。
簡
単
な
作
法
も

教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
（
入
館
料
で
参
加
で

き
ま
す
）。

▽
和
菓
子
作
り
体
験
＝
５
月
３
・
４
の
み
、

11
時
～
、
13
時
～
、
14
時
～
、
15
時
～
（
体

験
料
８
０
０
円
、
定
員
20
人
※
予
約
可
）

【
地
場
産
品
発
掘
・
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
】

▽
匿
名
　
１
件

【
観
光
振
興
・
交
流
事
業
】

▽
匿
名
　
１
件

【
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
特
定

の
事
業
】

▽
匿
名
　
２
件

３
月
末
現
在
累
計
額
＝
２
８
９
６
万

８
９
０
４
円

【
福
島
小
学
校
へ
】

▽
八
女
市
立
福
島
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
＝

テ
ン
ト
４
張
り
、
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
　

１
台

ふ
る
さ
と
支
援
寄
附
の
お
礼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
敬
称
略

寄
附
の
お
礼
　
※
敬
称
略

　
日
本
の
彩
、
和
の
床
の
間
を
飾
っ
た

日
本
人
形
。
今
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な

く
な
っ
た
人
形
た
ち
。伝
統
に
の
っ
と
っ

て
一
針
一
針
、
丹
精
込
め
て
作
り
上
げ

ら
れ
た
表
情
豊
か
な
日
本
人
形
が
久
し

ぶ
り
に
姿
を
見
せ
ま
し
た
。

　
今
里
早
苗
の
人
形
の
世
界
に
伝
統

の
美
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
横
町

町
家
交
流
館
へ
、
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ

い
。

◦
期
間
＝
４
月
29
日
㈷
～
６
月
１
日
㈰

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
横
町

町
家
交
流
館
（
☎
２
３
・
４
３
１
１
）

人形が誘
いざな

う美と幽玄の世界

今里早苗 創作人形展

横町町家
交流館
5月の催し

ほたると石橋の館
（上陽町）

☎ 54・2150

観
光
物
産
館
と
き
め
き

☎
２
２・７
７
３
０

茶の文化館（星野）　☎ 52・3003

べ
ん
が
ら
村

☎
２
４・３
３
３
９

道
の
駅
た
ち
ば
な

☎
３
７・１
７
１
１

八
女
上
陽
新
茶
ま
つ
り

５月の連休期間中
お茶のイベント等
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八
女
市
へ
転
入
さ
れ
た
人
に
は
、
世
帯
ご

と
に
防
災
ラ
ジ
オ
を
配
付
し
ま
す
。
印
鑑
を

ご
持
参
の
上
、
本
庁
地
域
支
援
課
、
各
支
所

総
務
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
防
災
ラ
ジ
オ
は
防
災
情
報
・
行
政
情
報
・

生
活
情
報
等
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

情
報
を
い
ち
早
く
伝
え
る
た
め
に
ラ
ジ
オ
を

聞
い
て
い
な
く
て
も
、
自
動
で
電
源
が
入
る

自
動
起
動
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
も
、
避
難
情
報
や
大
規
模
災
害
発
生
情
報

な
ど
の
重
要
な
情
報
に
つ
い
て
は
緊
急
放
送

と
し
て
大
音
量
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
必

ず
設
置
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
電
波
の
状
態
が
悪
い
と
自
動
起
動
し
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
電
波
状
態
の
確
認

の
た
め
ラ
ジ
オ
を
「
Ｆ
Ｍ
八
女
」
に
選
局
し

て
電
波
状
態
の
良
い
と
こ
ろ
へ
ラ
ジ
オ
を
再

設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
民
生
活
に
大
切
な
情
報
を
毎
日
３
回

（
朝
７
時
、
昼
12
時
20
分
、
夜
20
時
）
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
が
終
わ

れ
ば
ラ
ジ
オ
は
自
動
停
止
し
ま
す
が
、
ま
れ

に
自
動
停
止
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
場
合
は
、
最
長
30
分
流
れ
た
後
に
自
動
的

に
停
止
し
ま
す
。
ラ
ジ
オ
の
電
源
の
入
り
切

り
の
操
作
を
す
れ
ば
、
手
動
で
停
止
さ
せ
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
市
内
在
住
ま
た
は
市
内
で
勤
務
さ
れ
て
い

る
人
に
本
庁
地
域
支
援
課
、
ま
た
は
各
支
所

総
務
課
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
価
格
は
１
台

４
３
０
０
円
で
す
。

　
八
女
市
か
ら
転
出
さ
れ
る
人
は
防
災
ラ
ジ

オ
を
返
却
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

転
出
の
手
続
き
を
さ
れ
る
際
に
、
本
庁
地
域

支
援
課
、
ま
た
は
各
支
所
総
務
課
ま
で
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
八
女
市
内
の
旧
市
町

村
間
で
転
居
を
さ
れ
る
場
合
（
例
・
旧
八
女

市
→
旧
上
陽
町
、
旧
黒
木
町
→
旧
矢
部
村
な

ど
）
は
防
災
ラ
ジ
オ
の
設
定
を
変
更
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
転
居
先
の
本
庁
ま
た

は
支
所
へ
防
災
ラ
ジ
オ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

新
住
所
に
対
応
し
た
設
定
に
変
更
し
ま
す
。

防 オ災
ラ
ジ

地域支援課からのお知らせ
（☎ 23・1224）

　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、
疑
問
な

ど
、
あ
な
た
の
「
声
」
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
建
設
的
な
ご
意
見
や
ご
提
案
に
つ
い
て

は
、
市
長
や
担
当
課
な
ど
か
ら
直
接
ご
本
人

へ
回
答
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
等
連
絡
先
の
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
特
定
の
個
人
を
誹
謗
、
中
傷
、
非
難
す
る

な
ど
し
て
い
る
も
の

▽
公
の
秩
序
ま
た
は
善
良
の
風
俗
に
反
す
る

も
の

▽
明
ら
か
に
営
利
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の

▽
趣
旨
が
不
明
確
も
し
く
は
不
明
な
も
の

▽
そ
の
他
、
市
が
不
適
当
と
判
断
す
る
も
の

　

平
成
25
年
４
月
か
ら
、
右
の
と
お
り
市
長

へ
の
は
が
き
の
様
式
を
一
部
変
更
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
投
稿
い
た
だ
い
た
人
の
個
人
情

報
保
護
の
観
点
に
よ
り
、「
１
」「
２
」 

に
つ
い

て
投
稿
者
ご
自
身
に
記
入
の
協
力
を
お
願
い

し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

掲
載
可
ま
た
は
公
開
可
に
〇
を
つ
け
ら
れ

た
場
合
に
お
い
て
も
、
投
稿
者
等
個
人
が
特

定
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
個
人
情
報
に
は

十
分
注
意
し
、
広
報
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
、
公
開
請
求
が
あ
っ
た
場
合
は
情
報

公
開
し
ま
す
。
〇
の
ご
記
入
が
な
い
場
合
は

掲
載
不
可
・
公
開
不
可
と
判
断
し
ま
す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
市
長
公
室
秘
書
広
報
係

（
☎
２
３
・
１
１
１
０
）

あ
な
た
の     

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

声

ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す

☀
防
災
ラ
ジ
オ
を
受
領
し
て
い
な
い
人
へ

☀
防
災
ラ
ジ
オ
を
お
聞
き
で
す
か
？ 

☀
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
に
つ
い
て

☀
防
災
ラ
ジ
オ
の
有
償
配
付
を
行
っ
て
い
ま
す

☀
転
出
・
転
居
さ
れ
る
人
へ

郷土の誇りを
ミュージカルで伝える

12

ご意見記入欄　　　（八女市広報Ｈ 26.5）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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5月の 
八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時

上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

《上陽・立花・矢部・星野分館の休館日》
※月曜・祝・休日、館内整理日  
 3 ㈷ ,4 ㈷ ,5 ㈷ ,6 ㉁ ,12 ㈪ ,19 ㈪ ,26 ㈪ ,30 ㈮

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
12 ㈪ ,19 ㈪ ,26 ㈪ ,30 ㈮図書館の休館日

5 月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

《黒木分館の休館日》※火曜・祝・休日、館内整理日

3 ㈷ ,4 ㈷ ,5 ㈷ ,6 ㉁ ,13 ㈫ ,20 ㈫ ,27 ㈫ ,30 ㈮

✿5月の館内整理日は30日㈮✿

幼児～小学生の皆さん対象です♪

♥本館＝10日、17日、24日、31
日（おはなしコーナー）
※いずれも土曜日14時から
♥黒木分館＝10日㈯10時30分～
おはなしコーナー

5月のよみきかせ

5月のあかちゃんよみきかせ
０～２歳くらいの赤ちゃん対象で
す♪
♥本館＝17日㈯11時～　おは
なしコーナー
♥黒木分館＝22日㈭10時30分
～　おはなしコーナー

図
書
館
で
利
用
し
な
く
な
っ

た
本
や
雑
誌
を
お
譲
り
し
ま

す
。
希
望
さ
れ
る
人
は
、
本
を

入
れ
る
袋
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

◦
期
日
＝
５
月
３
日
㈷
～
６

日
㉁
10
時
～

◦
場
所
＝
本
館
１
階
・
２
階

ロ
ビ
ー

図
書
館
利
用
の
マ
ナ
ー
を
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◦
期
日
＝
５
月
11
日
㈰
ま
で

読書週間スペシャルよみきかせ
～いつもいっしょ、本といっしょ。～

春
の
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル

「
皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
、

お
役
に
立
つ
図
書
館

づ
く
り
を
目
指
し
た

い
と
思
い
ま
す
の
で

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
」

⃝期日＝5月3日㈷　⃝時間＝14時～　
⃝場所＝本館２階研修室

2014・こどもの読書週間　4/23～5/12

八女市立図書館長
中山秀俊

★たのしいパネルシアター、お父さん紙芝居もあります★

新しい
館長です

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

ミュー
ジ
カ
ル
で
思
い
を
伝
え
た 

樋
口
好よ

し

枝え

さ
ん・
健け

ん

志し

さ
ん（
黒
木
町
）

行政書士として働いている好枝さん。
ミュージカルが好きで、サザンクス筑後
の講座で舞台の面白さを知りました。更
に「劇団さくら座」代表の中村芳子さん
から今回の企画を立ち上げる勇気をいた
だきました。思いを同じくし、広報担当
として走り回った夫の健志さん。「まわり
の家族の大きなサポートがあったからこ
そ、ここまで来ることができました」
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ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
劇
良り

ょ
う
せ
い成

親
王
と
姫
御

前
の
脚
本
と
演
出
を
手
が
け
た
樋
口
好

枝
さ
ん
。き
っ
か
け
は
、４
年
ほ
ど
前
に

黒
木
町
神じ

露ろ

淵ぶ
ち

で
出
会
っ
た
『
姫
御
前

物
語
』の
看
板
で
し
た
。

「
た
だ
の
悲
恋
で
は
な
い
。当
時
、良
成

親
王
に
仕
え
た
人
た
ち
も
、そ
れ
を
現

在
に
伝
え
て
い
る
地
域
の
人
た
ち
も
、素

晴
ら
し
い
と
感
動
し
ま
し
た
。
何
と
か

こ
の
物
語
を
み
ん
な
に
伝
え
た
い
と
、構

想
２
年
、
脚
本
を
１
年
か
け
て
書
き
上

げ
ま
し
た
。
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
提
案
事
業
の
採
択
を
受
け
、

地
元
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
劇
団
大

藤
を
結
成
。９
歳
か
ら
70
代
ま
で
素
人

40
人
以
上
が
役
者
と
な
り
、７
月
か
ら

練
習
開
始
。
衣
装
も
大
道
具
も
ス
タ
ッ

フ
の
知
恵
と
情
熱
を
注
ぎ
込
み
作
成
し

ま
し
た
。時
が
た
つ
に
つ
れ
み
ん
な
の
気

持
ち
が
、『
必
ず
成
功
さ
せ
る
』と
の
思

い
で
一つ
に
な
っ
て
い
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
毎
年
美
し
い
花
を
咲
か
せ
る
黒
木
の

大
藤
は
、
良
成
親
王
お
手
植
え
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。ど
の
よ
う
な
思
い
で
藤

を
植
え
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
舞
台
で

良
成
親
王
は
『
こ
の
地
の
民
が
愛
と
平

和
の
証
と
し
て
い
つ
ま
で
も
藤
を
守
り

続
け
て
く
れ
る
』と
語
り
ま
す
。八
女
の

人
た
ち
は
情
に
厚
い
。そ
れ
は
こ
の
よ
う

な
歴
史
が
あ
り
、
今
も
脈
々
と
人
々
の

心
や
大
地
に
生
き
続
け
て
い
る
か
ら
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。こ
の
舞
台
を
作
り

上
げ
る
中
で
、
多
く
の
方
と
運
命
的
な

出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。関
わ
っ
て
く
だ

さ
っ
た
す
べ
て
の
皆
様
に
、感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。八
女
に
は
至
る
所

に
南
朝
の
歴
史
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

南
朝
絵
巻
ロ
ー
ド
と
銘
打
っ
て
、全
国
に

発
信
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
」

郷土の誇りを
ミュージカルで伝える

2時間40分にもおよぶ
ミュージカルは大成功。
満員の観客は600年前
にタイムスリップし、良
成親王と姫御前に思い
をはせました。

（
関
連
記
事
は
16
ペ
ー
ジ
）
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Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
か
ら
３
月

26
日
㈬
、
市
内
の
小
学
校
に
74
万

８
千
円
分
の
図
書
カ
ー
ド
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
で
は
Ａ
コ

ー
プ
全
店
お
よ
び「
よ
ら
ん
野
」（
筑

後
市
）
の
店
頭
に
小
学
校
ご
と
の

レ
シ
ー
ト
投
函
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
投
函
さ
れ
た
レ
シ

ー
ト
金
額
の
０
・
１
％
を
図
書
カ

ー
ド
に
換
え
て
毎
年
各
小
学
校
に

寄
贈
し
、
今
年
で
10
回
目
と
な
り

ま
す
。
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
の
三

角
晴
康
常
務
理
事
か
ら
西
島
教
育

長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

図
書
カ
ー
ド
を
寄
贈

新
茶
の
生
育
と
安
全
を
祈
願

14

「
八
女
・
桜
ま
つ
り
健
康
マ
ラ

ソ
ン
大
会
」
が
４
月
６
日
㈰
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
奥
八
女
の
地
、

矢
部
川
源
流
を
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
、

健
康
づ
く
り
や
交
流
を
目
的
と
し

た
こ
の
大
会
も
今
年
で
30
回
目
。

今
年
は
桜
も
散
り
始
め
で
し
た
が
、

場
所
に
よ
っ
て
は
満
開
の
桜
も
楽

し
め
、
５
８
４
人
の
参
加
者
は
美

し
い
景
色
の
中
で
最
後
ま
で
一
生

懸
命
走
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
高
校
駅
伝
な
ど
で

お
な
じ
み
の
筑
紫
女
学
園
高
等
学

校
陸
上
部
の
岩
元
雅
輝
監
督
と
４

人
の
選
手
を
招
待
し
、
参
加
者
と

一
緒
に
楽
し
く
走
っ
て
い
た
だ
き

大
会
に
華
を
添
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す（
敬

称
略
）。

【
大
会
結
果
】

▽
２
キ
ロ
マ
ラ
ソ
ン
（
小
学
生
）

男
子
の
部　

優
勝
　
大
里
昌
真
（
佐

賀
県
）　
２
位
　
原
口
泰
志
（
久
留
米

市
）　
３
位　
荒
木
優
作（
久
留
米
市
）

女
子
の
部　

優
勝
　
稲
吉 
凛
（
久
留

米
市
）　
２
位
　
田
中
咲
妃
（
久
留
米

市
）　
３
位　
尾
形
実
穂（
久
留
米
市
）

▽
５
キ
ロ
マ
ラ
ソ
ン
（
中
学
生
以
上
）

男
子
の
部　

優
勝
　
手
嶋
彰
宏
（
小

郡
市
）　
２
位
　
村
上
寛
佳
（
佐
賀
県
）

３
位　
島
崎
元
希
（
朝
倉
郡
）

女
子
の
部　

優
勝
　
中
村
凛
架
（
久

留
米
市
）　
２
位
　
畠
山
夏
実
（
糸
島

市
）　
３
位　
赤
司
鈴
江（
久
留
米
市
）

▽
10
キ
ロ
マ
ラ
ソ
ン
（
高
校
生
以
上
）

男
子
の
部　

優
勝
　
廣
滝
啓
太
（
佐

賀
県
）　
２
位
　
吉
田
祥
永
（
佐
賀
県
）

３
位
　
好 

貴
久
（
小
郡
市
）

女
子
の
部　

優
勝
　
北
村
文
恵
（
春

日
市
）　
２
位　
山
下
サ
ヤ
カ
（
遠
賀

郡
）　
３
位　
三
島
沢
子
（
佐
賀
県
）

八
女
国
際
交
流
協
会
主
催
に
よ

る
少
年
の
翼
２
０
１
４
で
マ
レ
ー
シ

ア
な
ど
を
訪
問
す
る
市
内
の
中
高

生
10
人
が
出
発
前
日
の
３
月
24
日

㈪
、
三
田
村
市
長
を
訪
問
し
ま
し

た
。
一
行
を
代
表
し
て
石
塚
遥
さ

ん
が
「
初
め
て
の
海
外
で
不
安
も

あ
り
ま
す
が
、
普
段
経
験
で
き
な

い
よ
う
な
文
化
と
習
慣
を
学
ん
で

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
三
田
村
市

長
は
「
今
回
の
視
察
は
い
い
成
果

を
お
さ
め
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず

で
す
。
し
っ
か
り
と
勉
強
し
て
き

て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

八
女
中
央
大
茶
園
の
五
社
神
で

新
茶
祈
願
祭
が
４
月
16
日
㈬
、
茶

生
産
者
、
茶
業
関
係
者
な
ど
約
１

０
０
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
新
茶
の
生
育
と
作

業
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

主
催
の
松
延
昭
仁
実
行
委
員
長

は
「
今
年
の
お
茶
は
、
茶
畑
の
状

況
な
ど
か
ら
順
調
に
生
育
し
品
質

の
い
い
お
茶
が
と
れ
る
と
確
信
し

て
い
ま
す
。
生
産
者
と
し
て
の
こ

だ
わ
り
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
良

質
な
茶
づ
く
り
に
ま
い
進
し
て
い

き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。
会
場

で
は
、
新
茶
や
茶
の
天
ぷ
ら
な
ど

が
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。

軽快に走りだす参加者の皆さん

西島教育長が受け取りました

出発を前に笑顔の中高生の皆さん

神前に新茶をささげました

走
っ
て
感
じ
る 

さ
く
ら
色
の
健
康 

交
わ
し
て
感
じ
る

さ
く
ら
色
の
笑
顔 

第
30
回
八
女･

桜
ま
つ
り
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

初
め
て
の
海
外
に
出
発
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春
の
新
茶
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
を

告
げ
る
「
第
31
回
八
女
茶
手
も
み

競
技
大
会
」
が
４
月
11
日
㈮
、
福

岡
県
八
女
茶
手
も
み
技
術
研
究
会

と
福
岡
県
茶
業
青
年
の
会
主
催
に

よ
り
福
岡
県
農
林
業
総
合
試
験
場

八
女
分
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

八
女
茶
生
産
に
携
わ
る
若
手
の

後
継
者
な
ど
県
内
各
地
か
ら
11
チ

ー
ム
（
１
チ
ー
ム
３
人
）
が
参
加

し
、
手
も
み
の
技
術
を
競
い
ま
し

た
。
出
来
上
が
っ
た
茶
の
外
観
、

香
気
、
水
色
、
滋
味
の
「
お
茶
の

品
質
」
と
葉
ぶ
る
い
、
軽
回
転
も

み
な
ど
の
「
手
も
み
の
動
作
」
を

審
査
し
た
結
果
、団
体
戦
で
は
、「
筑

後
」が
優
勝
、２
位
は「
茶
商
組
合
」、

３
位
は
「
矢
部
」
で
し
た
。
ま
た
、

個
人
の
部
で
は
徳
永
慎
太
郎
さ
ん

が
３
度
目
の
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

「
第
14
回
21
世
紀
・
青
少
年
チ

ャ
レ
ン
ジ
ウ
ォ
ー
ク
」
が
３
月
25
日

㈫
～
26
日
㈬
に
開
催
さ
れ
、
市
内

の
小
学
４
年
生
か
ら
中
学
３
年
生

ま
で
の
子
ど
も
た
ち
63
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
初
日
は
黒
木
総
合
支

所
を
出
発
し
、グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八
女
、

花
宗
溜
池
、
山
内
大
茶
園
な
ど
を

巡
っ
て
県
立
ふ
れ
あ
い
の
家
南
筑
後

で
宿
泊
、
２
日
目
は
上
陽
の
お
ぼ
ろ

大
橋
や
春
の
山
公
園
を
経
由
し
て

黒
木
総
合
支
所
を
ゴ
ー
ル
と
す
る

全
行
程
56
㌔
の
コ
ー
ス
を
元
気
に

完
歩
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
沿

道
に
咲
く
桜
や
菜
の
花
を
見
な
が

ら
、
ふ
る
さ
と
八
女
の
す
ば
ら
し
い

自
然
を
満
喫
し
ま
し
た
。
ま
た
、
コ

ー
ス
上
に
設
定
さ
れ
た
課
題
を
み
ん

な
で
解
決
し
な
が
ら
、
学
校
や
学

年
の
垣
根
を
こ
え
て
交
流
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
２
日
目
は

大
粒
の
雨
の
中
の
歩
行
と
な
り
ま

し
た
が
、
み
ん
な
で
励
ま
し
合
い
な

が
ら
最
後
ま
で
歩
き
通
し
、
す
ば
ら

し
い
達
成
感
を
味
わ
い
ま
し
た
。

３
月
18
日
㈫
か
ら
20
日
㈭
ま
で

の
間
、
道
の
駅
た
ち
ば
な
の
出
荷

者
を
対
象
に
し
た
健
康
講
座
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
辺
春
診
療
所
を
運

営
す
る
社
会
医
療
法
人
天
神
会
古

賀
病
院
か
ら
２
人
の
講
師
が
派
遣

さ
れ
、
３
会
場
で
約
１
５
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

肩
こ
り
や
腰
痛
が
起
こ
る
要
因

や
対
処
法
、
農
作
業
中
の
立
つ
、

し
ゃ
が
む
、
持
ち
上
げ
る
と
い
っ

た
姿
勢
ご
と
に
体
の
負
担
を
和
ら

げ
る
方
法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

同
診
療
所
で
は
定
期
的
に
健
康
講

座
な
ど
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
井

手
德
一
郎
経
営
企
画
・
管
理
部
長

は
「
今
後
も
地
域
の
皆
さ
ん
の
健

康
は
も
ち
ろ
ん
、
天
神
会
あ
げ
て

地
域
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
も
行
っ
て

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

笠
原
・
木
屋
・
大
淵
小
学
校
と

の
統
合
に
伴
う
黒
木
小
学
校
の
開

校
式
が
４
月
７
日
㈪
、
児
童
や
教

職
員
、
地
域
住
民
な
ど
が
出
席
し

て
同
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

統
合
前
の
４
校
の
２
～
６
年
２

５
９
人
も
登
校
し
、
元
気
な
姿
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。
式
典
で
は
、

末
崎
悌
嗣
校
長
が
「
４
つ
の
小
学

校
が
統
合
し
新
し
い
黒
木
小
学
校

が
誕
生
し
ま
し
た
。
み
ん
な
で
力

を
合
わ
せ
て
楽
し
い
学
校
に
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
児
童
ら
に
呼

び
か
け
、「
校
章
の
『
黒
』
は
『
里
』

と『
灬
』か
ら
で
き
て
い
ま
す
。『
里
』

を
支
え
て
い
る
『
灬
』
の
４
つ
の

点
は
合
併
し
た
４
つ
の
小
学
校
を

表
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
教
職

員
一
丸
と
な
っ
て
故
郷
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
教
育
に
あ
た
っ
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
児
童
を

代
表
し
て
吉
田
光
汰
さ
ん
が
「
交

流
学
習
を
通
じ
て
み
ん
な
す
っ
か

り
顔
見
知
り
。
大
き
な
学
校
、
大

人
数
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て

い
ろ
ん
な
こ
と
に
全
力
で
取
り
組

み
、
地
域
の
希
望
と
な
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
」
と
喜
び
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
参
加
者
全

員
で
校
歌
を
合
唱
し
、
新
生
黒
木

小
学
校
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

（上）参加者全員で校歌を合唱　（右）喜びの言葉を述べる吉田さん

前日に摘んだ一番茶を使い、製茶技術を競いました

疲れも見せず笑顔があふれていました

いつまでも元気に道の駅をもり立ててほしいと企画

新
し
い
黒
木
小
学
校
の
ス
タ
ー
ト 

黒
木
小
学
校
開
校
式

農
作
業
中
の
体
の
負
担
を

や
わ
ら
げ
る
方
法
を
学
ぶ

伝
承
の
製
茶
技
術
で
競
う

八
女
の
す
ば
ら
し
い
自
然
を
満
喫
し
な
が
ら
歩
く



　
３
月
27
日
㈭
大
円
寺
（
星
野
村
）
で

懐か
ね

良な
が

親
王
の
６
３
２
忌
法
要
が
営
ま
れ

ま
し
た
。
懐
良
親
王
は
南
北
朝
時
代
、

南
朝
方
の
後
醍
醐
天
皇
の
命
を
受
け
て

わ
ず
か
８
歳
に
し
て
征
西
将
軍
と
し
て

九
州
の
地
に
派
遣
さ
れ
ま
す
。
一
時
は

北
朝
方
に
勝
利
し
太
宰
府
に
征
西
府
を

置
き
ま
す
が
、
や
が
て
北
朝
方
に
破
れ

星
野
で
養
生
に
専
念
し
ま
し
た
。
55
歳

で
亡
く
な
っ
た
懐
良
親
王
を
偲
び
、
顕

彰
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
法
要
が
毎
年
命

日
の
３
月
27
日
に
営
ま
れ
て
い
ま
す
。

高
木
良
之
会
長
は
、「
市
長
が
南
朝
の

歴
史
に
目
を
向
け
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

南
北
朝
関
係
団
体
の
皆
さ
ん
と
連
携
し

な
が
ら
南
朝
の
歴
史
の
学
習
を
今
後
も

進
め
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

　
物
語
は
今
か
ら
６
０
０
年
以
上
前
の
南

北
朝
時
代
。
後
征
西
将
軍
良
成
親
王
の
后
・

姫
御
前
が
親
王
を
慕
い
、
身
重
の
身
体
で

矢
部
に
向
か
う
途
中
、
神
露
淵
で
産
気
づ

き
難
産
の
す
え
亡
く
な
り
ま
す
。
息
を
ひ

き
と
る
前
に
「
難
産
の
女
を
救
い
安
産
を

得
さ
せ
る
」
と
の
遺
言
に
よ
り
、
里
人
は
姫

御
前
を
お
産
の
守
り
神
と
し
て
現
在
も
崇

め
て
い
る
と
い
う
地
域
に
伝
わ
る
話
に
感
動

し
た
樋
口
好
枝
さ
ん
（
黒
木
町
）
が
脚
本

と
演
出
を
手
が
け
ま
し
た
。
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

は
市
民
43
人
が
熱
演
。
大
淵
小
学
校
の
児

童
15
人
と
黒
木
小
学
校
の
児
童
32
人
も
歌

で
参
加
し
、
舞
台
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
当
日
の
チ
ケ
ッ
ト
は
完
売
し
、
前
日
の
通

し
稽
古
に
も
多
く
の
見
物
客
が
詰
め
か
け

る
ほ
ど
の
人
気
。
舞
台
に
見
入
っ
た
女
性
は

「
歌
も
演
技
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
哀
し
い

だ
け
で
は
な
い
、
温
か
い
気
持
ち
に
な
れ
ま

し
た
」
と
涙
ぐ
ん
で
い
ま
し
た
。
樋
口
さ
ん

は
「
八
女
に
息
づ
き
受
け
継
が
れ
た
人
々
の

温
か
さ
や
豊
か
な
風
土
を
感
じ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、
み
ん
な
で
心
を
一つ
に
し
て
作

り
上
げ
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
　           （
関
連
記
事
は
13
ペ
ー
ジ
）

懐
良
親
王
命
日
法
要

営
ま
れ
る

良
成
親
王
と
姫
御
前

～
黒
木
大
藤
物
語
「
藤
の
記
憶
」
～

３
月
16
日
㈰
、市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
劇
「
良
成
親
王
と
姫
御
前
」

（
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業
）
が
劇
団
大

藤
に
よ
り
お
り
な
す
八
女
で
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
黒
木
町
神
露

淵
地
区
に
伝
わ
る
良
成
親
王
と
姫
御
前
の
悲
恋
を
描
き
な
が
ら

も
、
愛
と
信
頼
・
平
和
の
尊
さ
を
伝
え
た
２
時
間
40
分
。
観
劇

し
た
人
た
ち
か
ら
は
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

①子どもから大人まで熱演　②愛する人の
元へ必ず戻ると誓う良成親王　③死産した
子を抱く姫御前　④地元の人も熱演　⑤
黒木小学校児童が『八女茶山唄』『ふじの
花の歌』を、大淵小学校児童が『五條頼
元卿の歌』を歌いました。子どもたちの清
らかな歌声により舞台がさらに輝きました。

星野

南北朝のドラマ
1

3

4

5

2
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第
23
回
世
界
子
ど
も
愛
樹
祭
コ

ン
ク
ー
ル
授
賞
式
が
３
月
23
日
㈰
、

木
龍
（
矢
部
中
学
校
体
育
館
）
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
「
詩
・

作
文
」「
絵
画
」「
木
は
が
き
」
の

部
に
、
世
界
７
か
国
１
５
０
点
を

含
む
２
２
７
３
点
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。

式
典
で
は
、
コ
ン
ク
ー
ル
を
主
催

す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
世
界
子
ど
も
愛
樹

祭
コ
ン
ク
ー
ル
・
コ
ス
モ
ネ
ッ
ト
の

松
尾
重
根
理
事
長
が
「
受
賞
者
の

皆
さ
ん
は
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
受

け
取
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
す
ば
ら
し

い
可
能
性
を
将
来
に
生
か
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、

入
賞
者
一
人
一
人
に
賞
状
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
記
念
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
入
賞
者
に
よ
る
朗
読
や
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
桶
作

り
を
し
て
い
た
祖
父
の
こ
と
を
書
き

「
詩
・
作
文
」
の
部
で
森
の
大
賞
を

受
賞
し
た
石
橋
憲
人
さ
ん
は
、「
作

文
を
書
い
て
い
く
中
で
、
祖
父
の
作

っ
た
も
の
の
細
か
い
と
こ
ろ
を
見
て

い
く
と
す
ば
ら
し
い
も
の
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
木
に
よ
っ
て
作

ら
れ
た
も
の
が
少
な
い
の
で
も
っ
と

増
え
る
と
森
も
喜
ぶ
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
思
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

入
賞
の
結
果
は
、
森
の
大
賞
、

市
内
入
賞
者
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す

（
敬
称
略
・
学
年
は
３
月
末
現
在
）。

森
の
大
賞
（
文
部
科
学
大
臣
賞
）

◦「
祖
父
の
桶
作
り
」

石
橋
憲
人
（
矢
部
中
３
年
）

み
ど
り
の
賞
（
福
岡
県
知
事
賞
）

◦「
い
つ
ま
で
も
さ
く
さ
る
す
べ
り
」

倉
ノ
下
栞
里
（
黒
木
西
小
４
年
）

安
部
龍
太
郎
賞

◦「
矢
部
の
千
本
桜
」

谷
山
ひ
な
た（
矢
部
中
１
年
）

西
日
本
新
聞
社
賞

◦「
大
き
な
楠
の
木
」

伊
藤
穂
香
（
見
崎
中
３
年
）

◦「
木
の
ぼ
り
」

中
村
大
聖
（
立
花
小
２
年
）

朝
日
新
聞
社
賞

◦「
金
木
犀
」

轟 

穂
乃
香
（
矢
部
中
３
年
）

Ｆ
Ｂ
Ｓ
福
岡
放
送
賞

◦「
黒
木
大
藤
」

溝
田
茉
由（
黒
木
小
４
年
）

九
州
朝
日
放
送
賞

◦「
山
の
神
・
風
の
神
」

仁
田
原
風
花
（
矢
部
中
１
年
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
岡
放
送
局
賞

◦「
せ
み
の
ぬ
け
が
ら
」

倉
ノ
下
武
都
（
黒
木
西
小
２
年
）

Ｒ
Ｋ
Ｂ
毎
日
放
送
賞

◦「
木
は
こ
わ
い
な
」

仁
田
原
匠
貴
（
矢
部
小
３
年
）

◦「
さ
さ
の
は
」

松
門
美
咲
（
忠
見
小
３
年
）

テ
レ
ビ
西
日
本
賞

◦「
く
ね
く
ね
の
木
」

田
中
準
一（
立
花
小
２
年
）

福
岡
県
森
林
組
合
連
合
会
会
長
賞

◦「
し
ゃ
か
だ
け
に
が
ん
ば
っ
て
の

ぼ
っ
た
よ
」

牛
島
晴
菜
（
矢
部
小
３
年
）

し
ゃ
く
な
げ
賞

◦「
み
つ
の
木
」

松
浦
晄
太
（
立
花
小
２
年
）

◦「
あ
り
が
と
う
、
す
ぎ
の
木
」

砂
川 

浄
（
矢
部
小
２
年
）

さ
く
ら
賞

◦「
春
風
」

松
尾
美
波
（
黒
木
小
６
年
）

森
の
大
賞
（
林
野
庁
長
官
賞
）

◦
久
保
田
華
音
（
北
野
中
２
年
）

西
日
本
新
聞
社
賞

◦
丸
林
令
奈
（
西
中
２
年
）

毎
日
新
聞
社
賞

◦
高
山
莉
帆
（
矢
部
小
５
年
）

教
育
新
聞
社
賞

◦
堤 

麻
帆
（
黒
木
小
４
年
）

九
州
朝
日
放
送
賞

◦
津
留
笑
和
（
西
中
１
年
）

Ｒ
Ｋ
Ｂ
毎
日
放
送
賞

◦
轟 

逸
平
（
矢
部
小
６
年
）

し
ゃ
く
な
げ
賞

◦
祝
原
周
諭
（
星
野
小
４
年
）

ジ
ャ
ン
ヌ
マ
リ
ー
賞

◦
樋
口 

香
（
福
島
中
２
年
）

◦
堀
下
愛
莉
（
矢
部
小
５
年
）

森
の
大
賞
（
環
境
大
臣
賞
）

◦
轟 

逸
平
（
矢
部
小
６
年
）

み
ど
り
の
賞
（
八
女
市
長
賞
）

◦
仁
田
原
匠
貴
（
矢
部
小
３
年
）

福
岡
県
森
林
組
合
連
合
会
会
長
賞

◦
柳
屋
壯
名
（
筑
南
中
３
年
）

し
ゃ
く
な
げ
賞

◦
栗
原
光
葉
（
矢
部
小
２
年
）

◦
原 

圭
佑
（
筑
南
中
３
年
）

さ
く
ら
賞

◦
坂
井
禎
宗
（
矢
部
小
５
年
）

森
の
大
賞
（
日
本
郵
便
賞
）

◦
山
川
壽
子
（
小
郡
市
）

世
界
子
ど
も
愛
樹
祭
コ
ン
ク
ー
ル

賞状を受け取る「詩・作文の部」森の大賞の石橋憲人さん

木はがき16歳以上の部

　　　（日本郵便賞）
森の大賞

木はがき15歳以下の部

　（環境大臣賞）
森の大賞

絵画の部

　（林野庁長官賞）
森の大賞

♣
詩
・
作
文
の
部

♣
絵
画
の
部

♣
木
は
が
き
の
部
（
15
歳
以
下
）

♣
木
は
が
き
の
部
（
16
歳
以
上
）
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国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備

局
で
は
、
水
防
技
術
の
向
上

や
国
・
県
・
市
防
災
関
係
機
関
お

よ
び
民
間
協
力
団
体
の
連
携
・
協

力
体
制
の
確
立
や
防
災
技
術
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
防
災
意
識
を
高
め
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
出
水

期
を
前
に
水
防
演
習
を
行
っ
て
い

ま
す
。

今
年
は
久
留
米
の
筑
後
川
で
開

催
さ
れ
、
八
女
市
か
ら
も
各
消
防
団

が
演
習
に
参
加
し
ま
す
。
平
成
24

年
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨
を
は
じ

め
、
大
き
な
水
害
は
い
つ
襲
っ
て
く

る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
い
ざ
と
い
う

時
、
家
族
や
地
域
を
守
る
た
め
に
私

た
ち
で
何
を
す
べ
き
な
の
か
水
防
演

習
を
見
学
し
て
学
び
ま
し
ょ
う
。

⃝

日
時
＝
５
月
18
日
㈰
８
時
30
分

～
12
時
30
分
※
小
雨
決
行

⃝

会
場
＝
久
留
米
市
東
櫛
原
地
先

（
筑
後
川
久
留
米
大
橋
か
ら
二
千
年

橋
の
間
の
河
川
敷
）

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
国
土
交
通
省
筑
後

川
河
川
事
務
所
防
災
情
報
課

（
☎
０
９
４
２・３
３・８
８
２
８
）

筑後川・矢部川

総合水防演習

1
対
象
団
体
（
自
治
会
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、

自
主
防
犯
組
織
な
ど
）

⑴
地
域
防
犯
活
動
を
開
始
し

よ
う
と
す
る
団
体

⑵
既
に
活
動
さ
れ
て
い
る
団
体

で
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
を
充
実

し
防
犯
活
動
に
取
り
組
む
団
体

2
事
業
内
容

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
団

体
が
行
う
防
犯
活
動
（
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
、防
犯
広
報・

啓
発
活
動
、
防
犯
情
報
の
整

備
、
子
ど
も
の
見
守
り
な
ど
の

防
犯
活
動
等
）

3
補
助
金
交
付
の
条
件

補
助
事
業
終
了
後
３
年
間
は
、

防
犯
活
動
を
継
続
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

【
対
象
経
費
の
例
】

①
備
品
等
購
入
費
（
帽
子
、
ベ

ス
ト
、
ジ
ャ
ン
パ
ー
、
防
犯
用
腕

章
、
タ
ス
キ
、
の
ぼ
り
旗
、
防

犯
用
笛
、
防
犯
ベ
ル
、
懐
中
電

灯
な
ど
の
防
犯
活
動
物
品
等
）

②
研
修
会
・
会
議
費
（
講
師

の
謝
金
や
旅
費
、
会
議
室
使

用
料
、
コ
ピ
ー
代
等
）

③
啓
発
用
品
購
入
費
（
啓
発

ス
テ
ッ
カ
ー
代
、
看
板
・
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
製
作
・
購
入
等
）

4
補
助
対
象
経
費

１
団
体
10
万
円
を
上
限

※
申
請
書
様
式
等
は
「
福
岡

県
の
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く

り
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
す
。

Shttp://w
w

w
.anzen-

fukuoka.jp/pref/assist/

◦
募
集
締
切
＝
５
月
20
日
㈫

◦
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
＝
地

域
支
援
課
（
☎
２
３・１
７
３
１
）

安
全・安
心
ま
ち
づ
く
り

団
体
事
業
費
補
助
金

申
請
団
体
を
募
集
し
ま
す

福
岡
県
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
自
主
的
に
グ
ル
ー
プ
を

作
っ
て
、
防
犯
活
動
を
開
始
さ
れ
る
際
に
、
そ
の
立
ち
上

げ
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

５／18日

　八女市では「八女市第５期介護保険事業計画」に基づ
き、介護を必要とする高齢者が住み慣れた地域で安心し
て生活を継続できるよう、地域密着型の小規模多機能型
居宅介護施設を平成24年度から26年度に３施設の整備
を行う計画です。このため、平成24年度に公募を行いま
したが、2施設の指定候補事業者が決定まで至りません
でしたので再度公募を行います。
１． 公募する地域密着型サービスの内容

※整備予定地域については、未整備地域としますが、選
考にあたり前回公募の整備予定地域である八女市上陽
町、星野村および矢部村での整備を優先的に選考決定し
ます。同地域から応募がない場合に、その他の地域内か
らの応募について選考決定することになります。
※今回の小規模多機能型居宅介護施設の整備と併せて、
有料老人ホーム等の整備を計画される場合については、

その内容を提案書に記載され応募されるようお願いしま
す。内容を審査のうえ必要性が認められれば併設につい
て認めることとします。
２．公募受付期間＝5月12日㈪～ 5月20日㈫※書類の受
付は上記期間中の土日祝日を除く8時30分～ 17時まで
３．公募説明会＝5月9日㈮14時から　市役所集団指導室
にて行います。
※公募説明会への参加を希望される事業所については、
事前に介護長寿課介護サービス係へ参加事業所名、参加
人員、連絡先電話番号および返信先ファクス番号を記入
のうえ、下記受付窓口までファクスでお申し込みください。
折り返し、介護長寿課介護サービス係から受信確認票を
ファクス送信します。
４．応募要領＝応募方法など詳しくは、八女市ホームペー
ジ（http://www.city.yame.fukuoka.jp/）に掲載していま
すのでご確認ください。
⃝受付・問い合わせ＝八女市役所介護長寿課介護サー
ビス係（〒834－8585八女市本町647）☎23・2545 ／
O23・1331

地域密着型介護サービス事業者の再公募について

サービスの種類 整備予
定年度

施設数・
定員 施設整備予定地域

小規模多機能型
居宅介護

（介護予防含む）
26年度

2施設
（登録定員
25人）

小規模多機能型
居宅介護施設の未
整備地域
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時
45
分

◦
場
所
＝
黒
木
開
発
セ
ン
タ
ー
藤

楠
の
間

◦
演
題
＝「
心
が
風
邪
を
ひ
く
と
き
」

～
心
の
育
ち
か
ら
見
た
子
ど
も
の

理
解
～

◦
講
師
＝
吉
村
春
生
さ
ん
（
別
名

「
佐
賀
の
き
み
ま
ろ
」「
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
先
生
」）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
館

（
☎
４
２
・
９
７
３
０
）

◦
日
時
＝
６
月
～
10
月
の
土
曜
日

（
月
２
回
14
時
～
15
時
30
分
）
※
初

回
６
月
14
日
㈯

◦
定
員
＝
先
着
20
人

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

ほ
か

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
５
月
20
日

㈫
ま
で
に
文
化
課
へ
（
☎
２
３
・
１

９
８
２
）

～
13
時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止

◦
場
所
＝
八
女
観
光
物
産
館
と
き

め
き
駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　
今
回
は
「
生
き
て
い
る
と
い
う
こ

と
」
と
題
し
、
芹
田
洋
志
さ
ん
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
し
ょ
う
が
い
生
活
支
援
の

会
す
み
か
代
表
理
事
）
を
講
師
に

開
催
。
入
場
無
料
。
定
員
30
人

◦
日
時
＝
５
月
16
日
㈮
19
時
開
演

◦
場
所
＝
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
・
ケ
ア
プ

ラ
ン
金
太
郎
（
清
水
町
商
店
街
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
所
（
☎
２
４
・

９
６
５
７
）

　
す
べ
て
の
人
が
「
心
一つ
」
に
な

る
感
動
の
演
奏
会
。
観
覧
無
料

◦
日
時
＝
５
月
17
日
㈯
14
時
～

※
都
合
に
よ
り
演
奏
時
間
が
繰
り

上
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◦
場
所
＝
障
害
者
支
援
施
設
陽
だ

ま
り
の
里
（
八
女
市
本
２
５
７
５ｰ

１
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
大
竹
さ
ん
（
☎
３

０
・
３
０
５
５
）

　
福
祉
・
介
護
の
魅
力
を
伝
え
る

催
し
で
す
。
幼
児
教
育
フ
ェ
ス
タ
同

　
優
雅
で
繊
細
な
パ
ー
チ
メ
ン
ト

ク
ラ
フ
ト
、
八
女
和
紙
や
木
工
と

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
作
品
等

ご
覧
く
だ
さ
い
。
入
場
無
料
。

◦
日
時
＝
５
月
２
日
㈮
～
31
日
㈯

９
時
～
17
時

※
講
習
会
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
▽

こ
い
の
ぼ
り
の
壁
掛
け
５
月
４
日
・

５
日
（
２
千
円
）
▽
ア
ク
セ
サ
リ
ー

ト
レ
ー
５
月
10
日・11
日
（
３
千
円
）

▽
和
テ
イ
ス
ト
の
ラ
ン
プ
５
月
16
日

～
18
日
（
1
万
８
千
円
）
▽
ミ
ニ

フ
レ
ー
ム
５
月
20
日
（
３
千
円
）

◦
場
所
＝
八
女
伝
統
工
芸
館
１
階

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
☎
２
２
・

３
１
３
１
）

　
八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食
品
、

雑
貨
な
ど
を
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台

で
販
売
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
５
月
11
日
㈰
９
時
30
分

時
開
催
。
子
連
れ
で
も
、
ど
な
た

で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
５
月
24
日
㈯
10
～
16
時

◦
会
場
＝
九
州
大
谷
短
期
大
学

◦
内
容
＝
介
護
の
魅
力
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上

映
、
入
浴
介
助
他
実
演
、
高
齢
者

模
擬
体
験
、
認
知
症
・
介
護
個
別

相
談
、
介
護
最
新
機
器
展
示
説
明

ほ
か

◦
問
い
合
わ
せ
＝
九
州
大
谷
短
大

（
☎
０
９
４
２
・
５
３
・
９
９
０
０
）

◦
日
時
＝
５
月
30
日
㈮
14
時
開
演

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ

め
ホ
ー
ル

◦
内
容
＝
▽
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
（
ニ
コ

ニ
コ
Ｏ
Ｂ
会
）
▽
八
女
の
民
話
（
ふ

き
の
と
う
）
▽
コ
ー
ラ
ス
（
サ
ウ
ス

ク
ラ
ブ
）
▽
ド
ラ
ム
＆
シ
ン
セ
演
奏

（
茶
の
国
ラ
イ
ダ
ー
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
木
下
さ
ん

（
☎
０
９
０・８
８
３
６・３
６
０
５
）

　
毎
月
第
２
土
曜
日
開
催
し
て
い

ま
す
。
だ
れ
も
が
気
軽
に
楽
し
め

ま
す
。
室
内
用
運
動
靴
を
持
参
く

だ
さ
い
。
参
加
無
料
。

◦
日
時
＝
５
月
10
日
㈯
20
時
～

◦
会
場
＝
総
合
体
育
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
ク
ラ

ブ
（
☎
２
４
・
１
３
４
０
）

　
子
ど
も
の
心
に
寄
り
添
う
子
育

て
を
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
。子
育
て・

孫
育
て
中
の
人
や
子
育
て
支
援
に

興
味
の
あ
る
人
募
集
。
参
加
無
料
。

前
日
ま
で
に
要
申
込
（
託
児
は
１

週
間
前
ま
で
要
申
込
）。

◦
日
時
＝
６
月
３
日
㈫
10
時
～
11

お
知

ら
せ

八
女
軽
ト
ラ
市

田
上
純
子
の
パ
ー
チ
メ
ン
ト
色

の
ア
ー
ト
展

黒
木
公
民
館
子
育
て
講
座

古
文
書
講
座

第
９
回
地
域
活
動
講
演
会

the7th

八
女
学
院
吹
奏
楽
部

演
奏
会
in
陽
だ
ま
り
の
里

福
祉
フ
ェ
ア
２
０
１
４

ふ
き
の
と
う
朗
読
会

教
室
・
講
座

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
教
室

八女市立図書館で第３土曜日に
実施中の「あかちゃんよみき

かせ」のボランティア養成講座を開
催します。資格は必要ありませんが、
全 4 回の講座を受講できる人に限り
ます。

【第１回 座学編】
「あかちゃんよみきかせ」の意義、あ
かちゃん・保護者とのコミュニケー
ションの取り方を学びます。
◦日時＝６月７日㈯ 11時～12 時 30 分
◦講師＝九州大谷短期大学幼児教育
学科 細川美幸さん／定員 10 人

【第２～４回 実践編】
手遊びやわらべうたを楽しく学んだ
あと「あかちゃんよみきかせ」に参
加します。
◦第２回＝７月19 日㈯
◦第 3 回＝９月 20 日㈯
◦第 4 回 ＝11 月15 日㈯
※時間はいずれも 10 時 30 分～ 11
時 30 分／定員 10 人

【共通】
◦場所＝八女市立図書館２階研修室
◦受付＝５月７日㈬～（先着）
◦申込・問い合わせ＝ NPO 法人ま
なびっと八媛（八女市立図書館内）
☎ 22・2504

せ

ゃ んあ か ち

かよ み き
ボランティア
養成講座
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し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
進
行
性
筋
萎
縮
症
児
の
キ
ャ
ン

プ
】

◦
対
象
＝
県
内
の
進
行
性
筋
萎
縮

症
児
お
よ
び
保
護
者
、
定
員
30
人

◦
期
間
＝
７
月
26
日
㈯
～
27
日
㈰

◦
場
所
＝
国
民
宿
舎
ひ
び
き
（
宗

像
市
鐘
崎
７
９
ー
６
）

【
海
の
キ
ャ
ン
プ
】

◦
対
象
＝
県
内
の
小
学
３
年
か
ら

中
学
３
年
の
在
宅
の
肢
体
不
自
由

児
、
定
員
50
人

◦
期
間
＝
８
月
10
日
㈰
～
12
日
㈫

◦
場
所
＝
福
岡
県
立
少
年
自
然
の

家
「
玄
海
の
家
」（
宗
像
市
神
湊
）

【
山
の
キ
ャ
ン
プ
】

◦
対
象
＝
海
の
キ
ャ
ン
プ
と
同
じ
、

定
員
30
人

◦
期
間
＝
８
月
25
日
㈪
～
27
日
㈬

◦
会
場
＝
や
す
ら
ぎ
荘
（
朝
倉
郡

筑
前
町
大
字
三
箇
山
）

※
海
・
山
の
キ
ャ
ン
プ
は
高
校
生
で

◦
日
時
＝
５
月
18
日
㈰
13
時
受
付

開
始
、
13
時
30
分
講
演
開
始

◦
場
所
＝
黒
木
総
合
支
所
大
会
議
室

◦
講
師
＝
か
ね
は
ら
小
児
科
（
下

関
市
）
金
原
洋
治
院
長

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
地
区
し
ょ
う

が
い
者
療
育
拠
点
設
立
実
行
委
員

会
西
村
さ
ん
（
☎
０
８
０
・
５
２
４

７
・
１
３
６
１
）

　
高
齢
化
が
進
む
現
在
、
こ
れ
か

ら
の
介
護
と
私
た
ち
の
暮
ら
し
の

問
題
に
つ
い
て
、
介
護
事
業
者
と

介
護
福
祉
専
門
家
の
代
表
が
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
方
式
で
語
り
合
い
ま
す
。

地
域
で
必
要
な
介
護
等
の
情
報
を

皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。
事
前
申
込
不
要
・
入
場
無
料
。

◦
日
時
＝
５
月
27
日
㈫
18
時
30
分

～
20
時
30
分
（
18
時
か
ら
入
場
可
）

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル

◦
問
い
合
わ
せ
＝
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
八
女
の
里
（
☎
２
２
・
２
２
０
０
）

　
日
本
人
と
結
婚
し
て
、
八
女
近

郊
に
住
ん
で
い
る
外
国
人
に
日
本

語
を
教
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

　
身
近
な
問
題
や
現
代
的
課
題
に

つ
い
て
、
学
習
し
ま
す
。

◦
日
程
＝
６
月
～
３
月
ま
で
の
各
月

１
回
※
受
講
無
料

◦
学
習
内
容
＝
選
挙
関
係
、
市
議

会
傍
聴
、環
境
問
題
、高
齢
化
社
会
、

子
ど
も
の
問
題
な
ど

◦
申
込
締
切
＝
５
月
22
日
㈭

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
男
女
共

同
参
画
・
生
涯
学
習
課
（
☎
２
３
・

１
３
１
８
）

　
必
要
な
配
慮
を
受
け
つ
つ
も
、一

人
の
人
間
と
し
て
の
尊
厳
が
尊
重
さ

れ
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
暮
ら

し
て
い
く
こ
と
が
し
ょ
う
が
い
児
者

に
と
っ
て
の
自
立
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
回
、「子
育
て
支
援
」と「
心
身
し
ょ

う
が
い
者
の
地
域
生
活
支
援
」
を
目

的
に
八
女
地
区
に
お
け
る
シ
ス
テ
ム

づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

フ
を
募
集
し
ま
す
。
毎
週
木
曜
日

９
時
30
分
～
12
時
30
分
ま
で
お
り

な
す
八
女
研
修
棟
で
活
動
で
き
る

人
。
教
室
活
動
の
中
で
日
本
語
指

導
研
修
を
行
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
久
保
田
さ
ん

（
☎
０
８
０・２
７
３
６・３
０
６
０
）

　
筑
後
市
教
育
委
員
会
で
は
、
古

川
小
学
校
に
設
置
し
て
い
る
言
語

通
級
指
導
教
室
「
こ
と
ば
の
教
室
」

の
通
級
児
童
を
募
集
し
ま
す
。
こ

と
ば
の
教
室
は
、
こ
と
ば
を
話
す

と
き
に
正
し
く
発
音
で
き
な
い
音

が
あ
る
、
は
っ
き
り
と
し
な
い
話
し

方
を
す
る
、
こ
と
ば
が
足
り
ず
意

味
が
伝
わ
ら
な
い
、
こ
と
ば
が
つ
か

え
て
し
ま
う
な
ど
の
悩
み
を
持
つ
お

子
さ
ん
を
対
象
と
し
た
教
室
で
す
。

　
ま
た
、
聞
こ
え
の
問
題
が
こ
と

ば
の
遅
れ
や
発
音
不
明
瞭
の
原
因

に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
と
ば
の
教
室
で
は
、
聞
こ
え
や
こ

と
ば
か
ら
く
る
困
難
さ
を
少
し
で

も
解
消
・
軽
減
し
、
の
び
の
び
と

成
長
で
き
る
よ
う
援
助
し
て
い
き

ま
す
。
お
子
さ
ん
の
こ
と
ば
の
こ
と

で
気
が
か
り
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
対
象
＝
平
成
26
年
度
に
小
学
校

の
通
常
学
級
に
在
籍
し
て
い
る
児
童

◦
内
容
＝
▽
隔
週
１
回
（
ま
た
は
週

１
回
）、
90
分
程
度
決
め
ら
れ
た
日

時
に
こ
と
ば
の
教
室
で
指
導
を
受

け
ま
す
。
保
護
者
の
付
き
添
い（
送

迎
）
が
必
要
で
す
。

▽
一
対
一
の
個
別
指
導
が
基
本
で
す

が
、
必
要
に
応
じ
て
グ
ル
ー
プ
指

導
も
行
い
ま
す
。

▽
指
導
を
希
望
さ
れ
る
人
に
つ
い
て

は
、
面
談
の
う
え
決
定
し
ま
す
。

◦
参
加
費
＝
無
料

◦
申
込
期
限
＝
５
月
15
日
㈭

◦
問
い
合
わ
せ
＝
古
川
小
学
校
教

室
直
通
（
☎
０
９
４
２
・
５
３
・
８

７
４
０
）

◦
申
し
込
み
＝
筑
後
市
教
育
委
員

会（
☎
０
９
４
２・６
５・７
０
３
８
）

　
参
加
無
料
。
希
望
者
は
５
月
７

日
㈬
か
ら
５
月
23
日
㈮
ま
で
に
福

祉
課
（
☎
２
３
・
１
３
３
５
）
へ
申

空き家を売りたい・貸したい人
は、下記までお問い合わせくだ
さい。
⃝募集対象エリア＝黒木町・上
陽町・立花町・矢部村・星野村
⃝問い合わせ＝市長公室企画政
策係（☎２４・８０１３）
★受付時間＝平日9時～16時
30分※お越しの際は必ず事前
にお電話ください。

空き家情報を募集しています♪　
ま
ち
の
こ
と
を
考
え
よ
う
学
級

（
政
治
学
級
）

高
齢
化
を
迎
え
る
こ
れ
か
ら
の

暮
ら
し
と
介
護
（
公
開
講
座
）

八
女
日
本
語
教
室
「
よ
ー
ら
話

そ
う
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

肢
体
不
自
由
児
の
海
と
山
の

キ
ャ
ン
プ

古
川
小
言
語
通
級
指
導
教
室

「
こ
と
ば
の
教
室
」
通
級
児
童

八
女
地
区
し
ょ
う
が
い
者
療
育

拠
点
設
立
実
行
委
員
会
講
演
会

4 月1日現在自動車を所有している人に
対し、毎年 5 月初めに自動車税の納税通
知書を送付しています。自動車税は 6 月
2 日㈪までに納めましょう。納付場所は
県税事務所や金融機関のほかに、コンビ
ニエンスストアを利用すると、土日・夜
間も納めることができます。納税通知書
が届かないなどの問い合わせは久留米
県税事務所（☎ 0942・30・1078）へ

自動車税は
までに納めましょう

◦日時＝５月10 日㈯ 10 時～　
◦会場＝総合体育館柔・剣道場
◦問い合わせ＝総合体育館内
SOUTH クラブ（☎ 24・1340）

ＳＯＵＴＨクラブ総会案内

6/2 ㈪
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ル
ア
ッ
プ
を
図
り
就
労
に
結
び
つ

け
る
。

◦
期
日
＝
６
月
５
日
～
６
月
25
日

の
あ
い
だ
の
平
日
・
夜
間
12
日
間

◦
場
所
＝
春
日
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

◦
定
員
＝
20
人
、
託
児
事
前
予
約

◦
受
講
料
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

と
し
て
１
０
０
０
円
は
自
己
負
担
）

◦
申
込
締
切
＝
５
月
20
日
㈫
必
着

◦
申
込
＝
県
母
子
家
庭
等
就
業
・

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
２
・

５
８
４
・
３
９
３
１
　
O
０
９
２
・

５
８
４
・
３
９
２
３
）

※
申
込
書
は
子
育
て
支
援
課
に
も

準
備
（
☎
２
３
・
１
３
５
１
）、
県

母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県

遺
族
連
合
会
（
☎
０
９
２・７
６
１・

０
０
１
２
）

　
新
た
に
農
業
を
始
め
る
人
・
検

討
中
の
人
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
５
月
18
日
㈰
９
時
～

◦
場
所
＝
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
本

店
別
館
会
議
室
（
福
島
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
南
側
）

◦
内
容
＝
▽
研
修
か
ら
就
農
定
着

ま
で
の
流
れ
▽
青
年
就
農
給
付
金

制
度
に
つ
い
て
▽
作
物
別
経
営
収

支
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
▽
現
地
視
察

（
希
望
者
の
み
）

◦
参
加
申
し
込
み
＝
５
月
８
日
㈭

も
状
況
に
よ
り
参
加
可
能
な
場
合

あ
り
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
肢
体
不
自
由

児
協
会
（
☎
０
９
２
・
５
８
４
・
５

７
２
３
）

【
中
国
東
北
部
】

◦
予
定
時
期
＝
７
月
下
旬
７
日
間

◦
申
込
期
限
＝
５
月
30
日
㈮

◦
定
員
＝
15
人

【
フ
ィ
リ
ピ
ン
南
部
】

◦
予
定
時
期
＝
11
月
中
旬
７
日
間

◦
申
込
期
限
＝
９
月
25
日
㈭

◦
定
員
＝
15
人

※
参
加
資
格
等
の
詳
細
に
つ
い
て

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
で
に
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
農
業

振
興
課
（
担
当
・
松
尾
）
ま
で
連

絡
く
だ
さ
い
（
☎
２
３
・
１
３
７
８
）

　
母
子
家
庭
の
母
・
父
・
寡
婦
で
、

求
職
あ
る
い
は
転
職
を
希
望
し
て

い
る
人
。
講
習
会
修
了
後
、
ア
ン

ケ
ー
ト
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
人

を
対
象
に
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

【
パ
ソ
コ
ン
中
級
（
夜
間
）
講
習
会
】

◦
内
容
＝
平
日
（
18
時
～
21
時
※

全
36
時
間
）。
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
知

識
が
あ
る
人
を
対
象
に
、
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
を
取
り
入
れ
な
が
ら
ス
キ

　
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
ま
た
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
受
講
推
薦
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
、
訓
練
後
関
係

職
種
へ
就
職
を
希
望
す
る
人
対
象
。

受
講
料
無
料
、
教
科
書
代
等
別
途

必
要
。

◦
訓
練
コ
ー
ス
（
定
員
）
＝

▽
販
売
ビ
ジ
ネ
ス
科
（
20
人
）

▽
医
療
事
務
科
①
（
20
人
）

◦
訓
練
期
間
＝
７
月
１
日
㈫
～
９

月
30
日
㈫

◦
募
集
締
切
＝
５
月
30
日
㈮

◦
申
し
込
み
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
女

（
☎
２
３
・
６
１
８
８
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
校

（
☎
０
９
４
４
・
５
４
・
０
３
２
０
）

　軽自動車税には１台に限り減額免除の制度が
あります。次の事項に該当する人は、軽自動車納
税通知書が届いてから 5 月26 日㈪までに申請
してください。ただし、すでに普通自動車税（県
税）の減額免除を受けている人は除きます。また、
障害の級により対象とならないこともあります。
なお、昨年までに申請をしてその内容に変更のな
い人は継続して減額免除になりますが、所有者・
車体等に変更があった場合は新たに申請が必要
になります。
◦対象＝①身体障害者手帳・療育手帳・保健福
祉手帳・戦傷病者手帳をお持ちで、一定の要件
を満たす人
②「①」の人と同一世帯の人
③身体しょうがい者等（身体しょうがい者等のみ
で構成する世帯に限る。ただし、常時介護者の
証明があればこのかぎりではない）を常に介護
する人
◦対象となる車＝身体しょうがい者、知的しょう
がい者、精神しょうがい者、戦傷病者の所有す
る車（同一世帯者の所有する車も含む）
◦申請の時に持参する物＝

【①の場合】身体障害者手帳・療育手帳・保健
福祉手帳・戦傷病者手帳のいずれか／印鑑／軽
自動車税の納税通知書／運転免許証／車検証

【②③の場合】証明書等が必要になる場合があり
ます。詳しくはお問い合わせください。

軽自動車税の減免について

軽自動車税のコンビニエンススト
アでの納付が可能になりました

平
成
26
年
度
福
岡
県
海
外
戦

没
者
慰
霊
巡
拝
団
員

農
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
（
野
菜
・

果
樹
）
新
規
就
農
相
談
会

　軽自動車税の納税通知書を、４月１日現在所
有登録している人に対し、５月中旬までに送付し
ます。軽自動車税の納付期限は６月２日㈪です。
本年度よりコンビニエンスストアでも納付ができ
るようになりました。ただし、納期限を過ぎた場
合はコンビニエンスストアでの納付はできません
ので、お近くの金融機関にて納付ください。

就
業
支
援

母
子
・
父
子
家
庭
等
就
業
支

援
講
習
会

大
牟
田
高
等
技
術
専
門
校

◦問い合わせ＝本庁税務課（☎２３・１１１２）
・黒木総合支所市民生活福祉課（☎４２・１１１３）
・立花支所市民生活福祉課（☎２３・４９３２）
・上陽支所市民生活福祉課（☎５４・２２１８）
・矢部支所市民生活福祉課（☎４７・３１１１）
・星野支所市民生活福祉課（☎５２・３１１３）

軽自動車税について
    のお知らせ
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こ
の
調
査
は
重
要
な
統
計
調
査
で
あ

り
、
政
府
や
都
道
府
県
の
雇
用･

失

業
対
策
に
不
可
欠
な
資
料
と
し
て
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
調
査
対
象
に
選

定
さ
れ
た
皆
さ
ま
の
お
宅
に
調
査
員

が
伺
っ
た
際
に
は
、
調
査
票
への
記
入

を
お
願
い
し
ま
す
。
調
査
票
は
厳
重

に
保
管
さ
れ
、
統
計
資
料
を
作
成
す

る
こ
と
の
み
に
使
わ
れ
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
調
査
統
計
課

（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
１
８
６
）

　
こ
い
の
ぼ
り
の
季
節
で
す
が
、
感

電
事
故
防
止
の
た
め
、
電
線
付
近

で
の
こ
い
の
ぼ
り
の
掲
揚
や
魚
つ
り

は
絶
対
に
行
わ
な
い
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
万
一
こ
い
の
ぼ
り
や
釣
り
糸

が
電
線
に
か
か
っ
た
場
合
は
、
自

分
で
取
ろ
う
と
せ
ず
、
九
州
電
力

ま
で
連
絡
を
願
い
し
ま
す
。

◦
連
絡
先
＝
九
州
電
力
㈱
八
女
営

業
所
（
☎
０
１
２
０
・
９
８
６
・
２

１
０
）
※
通
話
料
無
料

業
会
（
☎
２
３
・
７
２
８
９
）

　
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体
育

館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

利
用
し
た
い
人
は
必
ず
「
利
用
者

の
会
」（
事
前
登
録
必
要
）
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

◦
６
月
利
用
者
の
会
＝
５
月
24
日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30
分

～
（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福
島
中
）

▽
14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、
岡
山

小
、
西
中
）
▽
15
時
～
（
上
妻
小
、

三
河
小
、
南
中
）
▽
15
時
45
分
～

（
忠
見
小
、
川
崎
小
、
見
崎
中
、
上

陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　
総
務
省
と
福
岡
県
で
は
、
毎
月
、

労
働
力
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
予
約
不
要
、
直
接
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
相
談
内
容
に
関
す
る

資
料
が
あ
れ
ば
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
５
月
17
日
㈯
10
時
～
16
時

◦
場
所
＝
サ
ン
ラ
イ
フ
久
留
米
（
久

留
米
市
諏
訪
野
町
２
３
６
３
ー
９
）

◦
相
談
内
容
＝
示
談
書
・
損
害
賠

償
請
求
書
等
の
作
成
、
保
険
請
求

手
続
き
等

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
行
政
書
士
会

（
☎
０
９
２
・
６
４
１
・
２
５
０
１
）

　
ご
自
身
や
家
族
の
医
療
に
関
し

て
事
故
で
は
な
か
っ
た
か
と
の
疑
問

を
お
持
ち
の
人
、
弁
護
士
に
相
談

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
現
在
、
事
故
の

経
験
を
貴
重
な
資
源
と
し
て
、
検

証
し
、
将
来
の
医
療
を
よ
り
安
全

【第 27 回絣の里巡りin 筑後】
◦日時＝ 5/17 ㈯～ 18 ㈰、9:00 ～
17:00
◦場所＝熊野区公民館
◦問＝筑後市観光協会

（☎ 0942・53・4229）

【沖端水天宮祭】
◦日時＝ 5/3 ㈷～ 5 ㈷
◦場所＝沖端水天宮周辺
◦問＝柳川市観光案内所

（☎ 0944・74・0891）

【えつ観光川開き】
◦日時＝ 5/1 ㈭ 10:30 ～ 13:20
◦場所＝若津港
◦問＝大川観光協会

（☎ 0944・87・0923）

【鯉・恋・来】
◦日時＝ 5/5 ㈷ 10:00 ～ 16:00
◦場所＝高田濃施山公園
◦問＝みやま市社会福祉協議会

（☎ 0944・22・5000）

みやま市

筑後市

柳川市

大川市

な
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
取
り
組

み
が
始
ま
り
か
け
て
い
ま
す
。
あ

な
た
の
声
が
、
医
療
を
改
善
す
る

一
歩
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
電

話
相
談
で
は
事
案
の
概
要
の
み
伺

い
、
詳
細
は
後
日
無
料
の
面
談
相

談
を
設
定
し
ま
す
。
九
州
・
山
口

医
療
問
題
研
究
会
福
岡
県
弁
護
団

主
催
。
相
談
無
料
。

◦
日
時
＝
５
月
17
日
㈯
10
時
～
15
時

◦
相
談
電
話
＝
０
９
４
２
・
３
６
・

２
０
７
８

　
賃
金
未
払
い
、
解
雇
、
職
場
の

パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
働
く
上
で
の
問
題

や
悩
み
、
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

相
談
無
料
、予
約
不
要
、秘
密
厳
守
。

◦
日
時
＝
５
月
18
日
㈰
10
時
～
18
時

◦
会
場
＝
西
鉄
久
留
米
駅
２
階
エ

マ
ッ
ク
ス
・
ク
ル
メ
前

◦
内
容
＝
個
別
相
談
ブ
ー
ス
で
の

面
接
相
談

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
筑
後
労

働
者
支
援
事
務
所
（
☎
０
９
４
２
・

３
０
・
１
０
３
４
）

　
空
き
地
・
空
き
家
に
関
す
る
ト

ラ
ブ
ル
（
相
続・賃
貸
借
、高
齢
者・

不
在
者
の
財
産
管
理
等
に
関
す
る

相
談
）
に
応
じ
ま
す
。
県
青
年
司

法
書
士
協
議
会
主
催
。

◦
日
時
＝
５
月
18
日
㈰
10
時
～
16
時

◦
電
話
相
談
＝
０
９
２
・
７
２
４
・

９
５
０
５

　
不
動
産
や
空
き
家
の
利
活
用
等
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
５
月
28
日
㈬
14
時
～
16
時

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
第
５
研

修
室

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
不
動
産
協

医
療
事
故
電
話
相
談
１
１
０
番

空
き
家
ト
ラ
ブ
ル
電
話
相
談

不
動
産
に
関
す
る
何
で
も
相
談
会

日
曜
街
か
ど
労
働
相
談
会

交
通
事
故
無
料
相
談

小
・
中
学
校
の
体
育
施
設
利
用

労
働
力
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

感
電
事
故
防
止
の
お
願
い

イベント情報後筑 ちくごななこく七国

　八女の地で歌舞伎俳優、市川猿
之助・市川笑也の舞踊と語りを楽し
むことができる素敵なひとときです。
◦日時＝ 7 月17 日㈭
　【昼の部】13 時開演
　【夜の部】17 時開演
◦会場＝おりなす八女ハーモニー
ホール
◦出演＝市川猿之助、市川笑也
◦演目＝吉原雀（素踊り）、座談、
吉野山
◦入 場 料 ＝Ｓ席 7,000 円、A 席
5,000 円（全席指定・未就学児入
場不可）
◦チケットの販売＝ 5 月24 日㈯か
らおりなす八女で一般発売
◦問い合わせ＝八女・伝統芸能を
楽しむ会事務局（☎ 080・2777・
5765）※11時～ 17 時

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖

市川猿之助特別舞踊公演



広報やめ　2014.5.123

火災出火件数   5件 （  8件）
救急出動件数 295件 （534件）
救急搬送人数 280人 （793人）

人身事故発生件数 56件 （159件）
傷　　者 77人 （224人）
死　　者 1人 （  3人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 67,528 (-367)
男 31,769  (-168)
女 35,759  (-199)

世帯数 24,213  (-75)
　※（　）内は前月比

出生 31 人 転出 628人
転入 311 人 死亡 81人

◦固定資産税（第 1 期）
◦軽自動車税（全期）
◦住宅家賃　
◦保育料

▼ 3 月の交通事故の状況

▼ 3 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（3 月31日現在）

▼ 3 月の異動
納期限・口座振替日は6月2日㈪

※納税は、安全便利な口座振替をご利用くださ
い。納期限内の納付にご協力ください。遅れる
と延滞金が加算されることになります。※納付
書をなくされた人は担当課へご連絡ください。

無料法律相談
◦5月15日㈭※ 5/7予約開始、6月5日㈭※
　5/26予約開始／相談 13:00 ～16:00 ／
　予約・法務局八女支局☎ 23・2603
◦ 5 月 9 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　社会福祉会館　※予約☎ 23・0294
◦ 5 月16 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　ふじの里（黒木）※予約☎４２・２１３１
◦ 5 月 23 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／地域福祉
　センター（上陽）※予約☎５４・３００３
◦ 5 月16 日㈮ 10:00 ～ 12:00
　／八女商工会議所※予約☎２２・５１６１
男女共同参画推進支援委員相談
◦5月8日㈭13:30 ～ 16:30※予約
　男女共同参画・生涯学習課☎23・1314
女性相談
◦5月20日㈫９:30 ～ 11:30
　／働く婦人の家（立花）
障害者等相談支援センターリーベル出張相談
◦5月20日㈫10:00 ～ 11：00
　／黒木総合支所
◦5月16日㈮13:00 ～ 14：00
　／星野支所
　問い合わせ＝リーベル☎22・2610
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦5月2日㈮13:00 ～ 16:00
　／社会福祉会館
行政相談（総務課☎23・1111）
◦5月1日㈭13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦5月7日㈬・21日㈬9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦5月13日㈫13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦5月12日㈪13:30 ～ 16:00
　／立花市民センター 2階
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦5月9日㈮13:00 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
◦5月16日㈮13:00 ～ 16:00
　／社会福祉会館

心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦5月7日㈬、21日㈬13:00 ～ 16:00　
／社会福祉会館
◦5月7日㈬、21日㈬9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦5月14日㈬、28日㈬13:00 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦5月14日㈬、28日㈬9:30 ～ 12:00　
　／かがやき（立花）
税務相談会
◦5月12日㈪10:00 ～ 15:00/商工会議所
経営支援相談会
◦5月19日㈪13:30 ～ 16:30
　／商工会議所 ※予約☎２２・５１６１
補聴器の修理と相談（福祉課☎23・1335）
◦5月20日㈫13:00 ～ 14:30
　／八女市役所207会議室
◦5月8日㈭９:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦5月9日㈮・20日㈫10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦5月20日㈫10:00 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦5月22日㈭10:00 ～ 12:00
　／星野支所
家庭児童相談室
◦平日９:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎２３・１４４８）
こころの健康相談
◦毎週月曜日14:30 ～ 16:00
　／南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
　（八女総合庁舎）※予約☎0944・72・2176
エイズ検査　　とエイズ電話相談
◦毎週月曜14:00 ～ 15:00 ／南筑後保
健福祉環境事務所分庁舎（八女総合庁
舎）※予約☎0944・72・2812
弁護士多重債務相談
◦毎週火曜13:30 ～ 16:00 ／社会福祉
   会館　※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦月～金曜８:30 ～ 16:30 ／八女市役

所消費生活相談窓口☎23・1183
◦毎週水曜9:00 ～ 16:00 ／黒木総合支
所第３相談室☎42・1111
消費生活無料法律相談
◦5月20日㈫13:00 ～ 16:00/ 八女市役
所消費生活相談窓口 ※予約☎23・1183

教育相談
◦平日９:00～17:00／八女市教育委員
会　☎０１２０・７８４・１１０
教育相談
◦無休・24時間受付／南筑後教育事務
所　※予約☎０９４２・５２・４９４９
交通事故相談
◦平日９:15～17:00／日本損害保険協会そんぽ
ADRセンターナビダイヤル（☎0570・022808）
犯罪被害者相談電話
◦平日９:00 ～ 17:45 ／県警察本部
　（☎０９２・６３２・７８３０）
難病ホットライン
◦平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉環
境事務所（☎０９４４・７２・２６１０）
多重債務相談
◦平日９:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00/
福岡財務支局 ☎０９２・４１１・７２９１
クレジット・サラ金・ヤミ金・違法年金担保相談
◦平日18:00 ～ 20:00 ／福岡県青年司法書
士協議会（☎０９２・７２４・９５０５）
高齢者総合相談窓口（平日8:30 ～ 17:15）

【地域包括支援センター】
◦八女市地域包括（本所内）☎23・1203
◦八女市東部地域包括（黒木総合支所内）
☎４２・１１１９

【高齢者相談センター】
◦社会福祉協議会（☎23・0294）
◦上陽支所（☎54・3629）
◦黒木支所（☎42・2131）
◦立花支所（☎37・0036）
◦矢部支所（☎47・3123）
◦星野支所（☎52・3165）

電 話 相 談

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

5月に
納める
もの

相談はお気軽にどうぞ

5月5日㈷　旧 井上クリニック     → 新 中野内科循環器科（25・3010）
5月6日㉁　旧 中野内科循環器科→ 新 井上クリニック（30・2020）

在宅医当番の
変更について



新
緑
を
楽
し
め
る
季
節
、ぜ

ひ一度
訪
れ
て
ほ
し
い
「
ふ
る
さ

と
わ
ら
べ
館
」を
紹
介
し
ま
す
。

上
陽
町
下
横
山
標
高
３
３
５

㍍
の
お
ぼ
ろ
大
橋
の
そ
ば
に
あ

る
「
ふ
る
さ
と
わ
ら
べ
館
」
は
、

天
気
の
良
い
日
に
は
雲
仙
普

賢
岳
も
見
え
る
緑
豊
か
な
自

然
の
中
に
た
た
ず
ん
で
い
ま
す
。

楽
し
く
創
造
、
体
験
、
発
見
が

で
き
て
お
子
さ
ま
と
過
ご
す
に

は
格
好
の
場
所
。
ま
た
、
オ
ル

ガ
ン
や
木
の
机
な
ど
が
置
か
れ

た
昔
を
再
現
し
た
懐
か
し
い
教

室
も
あ
り
ま
す
。

５
月
の
プロ
グ
ラ
ム
の
テ
ーマ

「
新
緑
の
か
お
り
」
を
楽
し
ん

で
も
ら
う
釜
炒
り
茶
の
実
演
の

ほ
か
、
地
元
の
イ
チ
ゴ
農
家
か
ら

仕
入
れ
た
「
あ
ま
お
う
」を
使っ

た
イ
チ
ゴシェイ
ク
づ
く
り
は
大

人
気
の
イベン
ト
で
す
。
ま
た
箱

型
万
華
鏡
づ
く
り
・
草
ス
キ
ー
・

ラ
キュー
こ
ま
回
し
チ
ャレン
ジ
・

光
る
泥
団
子
つ
く
り
・
カ
プ
ラ

ア
ー
ト
な
ど
の
体
験
メニュー
も

盛
り
だ
く
さ
ん
。
特
に
カ
プ
ラ※

の
出
張
講
座
は
学
童
保
育
所
、

子
供
会
、
学
校
の
ふ
れ
あ
い
活

動
な
ど
で
利
用
さ
れ
る
人
気
の

体
験
で
す
。
ま
た
、
紙
飛
行
機

教
室
でつ
く
る
紙コ
プ
タ
ー
は
高

さ
70ｍ
の
お
ぼ
ろ
大
橋
か
ら
飛

ば
し
、
風
に
乗
り
と
て
も
よ
く

飛
び
感
動
的
で
す
。
夏
は
避

暑
地
と
も
い
え
る
こ
の
場
所
で

ウ
ォ
ー
タ
ース
ラ
イ
ダ
ー
の
川
遊

び
や
横
の
田
ん
ぼ
で「
泥
リンピッ

ク
」
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
⁈
ま

さ
に
『
子
ど
も
が
主
役　
お
と

な
は
童
心
』の
言
葉
が
ぴった
り
。

お
昼
に
は
レス
ト
ラ
ン
で
「
干

し
筍
の
て
ん
ぷ
ら
そ
ば
」
も
お

薦
め
で
す
。ぜ
ひ
ご
家
族
で
お

出
掛
け
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
＝
ふ
る
さ
と
わ
ら

べ
館
（
☎
５
４
・
２
４
４
２
）

●
営
業
時
間
＝
10
時
～
18
時

※
水
曜
休
館
（
祝
・
祭
日
の
場
合

翌
日
）

茶のくに観光案内所のおすすめスポット No.12

ふるさとわらべ館
　　　　in 上陽町

カプラ製作やラ
キューに夢中の今春閉校
した木屋小
学校の学童
の皆さん♥

※
カ
プ
ラ
＝「
小
人
の
板
」と
い
う
意
味
で
、松

の
木
で
作
ら
れ
た
フ
ランス
生
ま
れ
の
積
木
。

おたんじょうびおめでとう
せ
り
ち
ゃ
ん
ハ
ピ
バ
～
♡

こ
れ
か
ら
も
笑
顔
の
す
て
き
な
せ

り
ち
ゃ
ん
で
い
て
ネ
�

芭
奈
ち
ゃ
ん
、
お
誕
生
日
お
め
で

と
う
！

笑
顔
で
元
気
に
育
っ
て
ね
♡

咲
夢
ち
ゃ
ん
お
め
で
と
う
。

い
つ
も
か
わ
い
い
笑
顔
を
あ
り
が

と
う
。
大
好
き
♡

七
海
ち
ゃ
ん
お
誕
生
日
お
め
で
と

う
♡
こ
れ
か
ら
も
す
く
す
く
元
気

に
育
っ
て
ね
♡

誕
生
日
お
め
で
と
う
！

こ
れ
か
ら
も
元
気
い
っ
ぱ
い
育
っ

て
ね
。

☆
祝
満
１
才
☆
ゆ
り
な
の
笑
顔
に

癒
や
さ
れ
て
る
よ
。
元
気
に
す
く

す
く
育
っ
て
ね
。

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
。

い
つ
も
元
気
な
あ
ゆ
り
ん
。
大
好

き
な
に
い
に
と
仲
良
く
ね
。

祝
１
歳
☆

い
つ
も
笑
顔
の
優
志
く
ん
！
元
気

に
す
く
す
く
育
っ
て
ね
♡

た
く
さ
ん
の
人
か
ら
一
杯
の
愛
情

を
も
ら
い
、
元
気
に
育
っ
て
ま
す
。

感
謝
感
謝
�

中嶋 芹
せ り な

凪ちゃん

真鍋 芭
は な

奈ちゃん

西村 咲
さ き

夢ちゃん

平島 七
な な み

海ちゃん

北島 菜
な な

名ちゃん

浦 優
ゆ り な

里菜ちゃん

田中 愛
あ ゆ り

由梨ちゃん

久保田 優
ゆ う し

志ちゃん

東 洵
じゅんしん

臣ちゃん

Ｈ25年5月2日生（本村）

Ｈ25年5月4日生（祈祷院）

Ｈ25年5月8日生（北山）

Ｈ25年5月2日生（山崎）

Ｈ25年5月7日生（本町）

Ｈ25年5月20日生（新庄）

Ｈ25年5月4日生（室岡）

Ｈ25年5月8日生（鵜池）

Ｈ25年5月30日生（上北本分）

満１歳のお子さまの写真を募集しています（ただし、市内に住民登録があるか実際に住んでいる人
に限る）。氏名・生年月日・住所・簡単なコメント（30字以内）を添えて、誕生日前月の7日までに
直接お持ちいただくか、郵送でお申し込みください。応募多数の場合は先着順となります。　
●申し込み＝市長公室秘書広報係（☎23・1110）

　お釈迦様の誕生を祝う釈迦堂甘茶
まつりが4月8日㈫亀甲の釈迦堂で行わ
れました。この釈迦堂は220年ほど前
に再建され、地域住民が大切に受け継
いできました。
　毎年この日にふるまわれる甘茶は、
地域の皆さんが育てている甘茶の木か
ら摘み取った葉を、老人会の皆さんが
丹精込めて作り上げたもの。参拝客は
おまんじゅうの接待を受けた後、甘茶
をいただいていました。区長の江﨑清
隆さんと隣組長の大塚武義さんは「毎
年200人くらいお参りがあります。世帯
数も減りお世話は大変ですが、皆さん
に喜んでもらえて何よりです」と話し
ていました。

亀甲で甘茶まつり

地域の中学生も甘茶をいただいていました

八女市イメージキャラクターみどりちゃん

▼
広
報
担
当
は
、異
動
も
何
も

な
く
今
年
も
同
じ
体
制
で
す
。

広
い
八
女
市
、ま
だ
ま
だ
知
ら

れ
て
い
な
い
よ
う
な
こ
と
を
取

り
あ
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
年
度
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
（
Ｍ
・
Ｍ
）

▼
毎
年
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
る
黒
木
の
大
藤
。
市
民

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
良
成
親
王
と

姫
御
前
」
を
観
た
人
は
例
年

よ
り
さ
ら
に
香
り
高
く
美
し

く
感
じ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。南
北
朝
を
今
に
伝

え
る
藤
に
感
謝
し
つ
つ
、
私
も

６
０
０
年
前
に
思
い
を
馳
せ

た
い
と
思
い
ま
す
（
Ｋ
・
Ｓ
）

編
集
後
記

～ あたらしい郷
く に

土づくり ～
ふるさとの恵みを生かし

安心して心ゆたかに暮らせる
交流都市 八女

■編集・発行　八女市役所市長公室秘書広報係
〒834-8585 福岡県八女市本町647番地
TEL 0943・23・1110  FAX 22・2186
■URL：http://www.city.yame.fukuoka.jp/　
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